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四
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拠
し
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究
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第

一
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北
欧
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福
祉
国
家
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社
会
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一
節
北
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福
祉
国
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フ
ィ
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ラ
ン
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一

北
欧
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福
祉
国
家

二
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
保
障

三

サ

ー
ビ
ス
に
お
け
る
自
治
体
の
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割

第
二
節

社

会

サ

ー
ビ
ス
を
め
ぐ
る
諸
理
論

一

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
社
会
サ
ー
ビ
ス

二

北
欧
の
社
会
サ
ー
ビ
ス

三
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
ケ
ア
、

営
利
的
な
ケ
ア
、
フ

ォ
ー
マ
ル
ケ
ア

四
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
女
性

五

親

族

介

護

六

財

源

七
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
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と
質

(
ア
ル
パ
!
の
理
論
)

八

サ

ー
ビ
ス
に
お
け
る
利
用
者
の
地
位
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l
ゼ
ン
フ
エ

ル
ド
ら
の
理
論
)

九
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
と
は
な
に
か

第
二
章
戦
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復
興
と
福
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家
の
形
成
過
程

第

一

節

福
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形
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因
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容

二

政

党
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フィンランド福祉国家における社会サーピスと高齢者政策 (2) 

第
二
節
社
会
政
策
理
論
の
変
遷

一
ア
ル
マ
ス
・
ニ
エ
ミ
ネ
ン
の
理
論

二
ペ
ツ
カ
・
ク
l
シ
の
理
論

三
ヘ
イ
ツ
キ
・
ヴ
ア
リ
ス
の
理
論

四
ヴ
エ
イ
ツ
コ
・
ピ

l
ラ
イ
ネ
ン
の
理
論

五

リ

l
ッ
タ

・
ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
の
理
論

第
三
章
社
会
保
障
制
度
の
整
備

第
四
章
公
的
扶
助
か
ら
社
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
変
貌

第
五
章
一
九
八
四
年
の
社
会
福
祉
保
健
国
庫
支
出
金
改
革

(
V
A
L
T
A
V
A
改
革
)

第
六
章
一
九
九
三
年
改
革
に
お
け
る
包
括
補
助
金
制
度
導
入
と
そ
の
影
響

終

章

結

び

に

か

え

て

(
以
上
本
号
)

第
二
章

戦
後
の
復
興
と
福
祉
国
家
の
形
成
過
程

戦
争
直
後
か
ら
一
九
五

0
年
代
に
か
け
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
戦
後
の
復
興
と
繁
栄
へ
の
基
盤
さ
つ
く
り
に
集
中
し
た
。

一
九
五

O
年
か
ら

九
七

0
年
代
ま
で
は
、
経
済
成
長
に
伴
い
福
祉
国
家
の
建
設
に
本
格
的
に
着
工
し
た
時
代
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
急
激
な
都
市
化
・
工
業
化

を
経
験
し
、
そ
れ
に
起
因
す
る
様
々
な
問
題
が
発
生
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造
の
変
化
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
解
決

す
る
手
段
が
、
す
な
わ
ち
福
祉
国
家
の
建
設
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五

0
年
代
か
ら

一
九
六
0
年
代
に
か
け
て
急
激
に
発
生
し
た
社
会
構
造
の
変
化
の
余
波
は

一
九
七

0
年
代
ま
で
続
い
た
。
こ
の
間
に
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説

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
農
業
を
基
盤
と
す
る
共
同
体
か
ら
、
都
市
化

・
工
業
化
し
た
、
多
元
的
価
値
に
も
と
。
つ
い
て
組
織
さ
れ
た
社
会
に
急
速
に

変
貌
を
遂
げ
た
。
そ
の
結
果
、
若
い
世
代
は
職
を
求
め
て
地
方
か
ら
都
市
へ
、
さ
ら
に
は
隣
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
は
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
や
既
成
の
価
値
を
根
底
か
ら
変
え
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
の
中
で
、

一
九
六
O

北法53(3・56)648

論

年
代
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
国
家
形
成
の
上
で
特
に
注
目
す
べ
き
時
代
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

p
l
L
・
ラ
ウ
ハ
ラ
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
一
九
六
0
年
代
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
旧
い
農
業
を
基
盤
と
し
た
社
会
か
ら
近
代

的
な
社
会
に
移
行
し、

そ
の
移
行
の
結
果
で
あ
り
、
か
つ
執
行
の
力
と
な
っ
た
の
が
福
祉
国
家
で
あ
る
。
戦
前
の
一
九
三

0
年
代
末
に
初
め

て
提
唱
さ
れ
、
戦
後
ま
も
な
く
再
確
認
さ
れ
た
社
会
政
策
の
指
針
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

(l
)
 

強
力
な
政
策
展
開
を
執
行
し
た
の
が
国
で
あ
っ
た
」
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
福
祉
国
家
へ
変
貌
さ
せ
る
た
め
に

国
(
中
央
政
府
)
は
、
戦
時
中
の
統
制
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
伝
統
は
戦
後
の
社
会

・
経
済
の
復
興
に
お
い
て
も
受
け
継
が

れ
て
い
っ
た
。
公
的
セ
ク
タ
ー
の
役
割
は
、
公
的
セ
ク
タ
ー
の
雇
用
の
み
な
ら
ず
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
生
産
事
業
を
左
右
し
う
る
条
件
を
調

整
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
拡
大
し
、
重
要
性
を
増
し
た
。
国
の
指
導
は
、
従
来
の
役
割
で
あ
る
内
外
に
お
け
る
安
全
保
障
の
他
に
、
教
育
、

(2
)
 

保
健
、
社
会
保
障
分
野
に
も
及
び
、
福
祉
国
家
の
形
成
の
役
割
を
果
た
す
中
心
的
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

こ
こ

で、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
戦
後
の
復
興
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
福
祉
国
家
の
建
設
の
流
れ
を
簡
略
に
整
理
し
よ
う
。

国
の
社
会
政
策
は
、
戦
争
直
後
の
数
年
間
は
児
童
家
庭
と
傷
摸
軍
人
の
ケ
ア
に
集
中
し
、
そ
の
後
拡
大
し
て
い
っ
た
。

童
手
当
が
導
入
さ
れ
、

一
九
四
九
年
に
は
固
に
よ
る
都
市
部
の
住
宅
建
設
の
補
助
が
開
始
さ
れ
た
。
一

九
五
七
年
に
国
民
年
金
制
度
の
改
正

が
行
わ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
社
会
保
険
の
整
備
が
進
展
し
、

一
九
六
0
年
代
と

一
九
七
0
年
代
に
も
年
金
法
の
改
正
と
給
付
の
拡
大
が

継
続
し
て
行
わ
れ
た
。
住
宅
給
付
お
よ
び
公
的
な
住
宅
ロ

ー
ン
も

一
九
六
0
年
代
に
始
ま
り
、
徐
々
に
拡
大
し
て
い

っ
た
。
教
育
に
お
い
て

は
、
普
通
教
育
制
度
が

一
九
六
八
年
に
導
入
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
二
元
的
な
教
育
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。
保
健
分
野
で
は
、
国
と
自
治
体
に

一
九
四
八
年
に
児



よ
っ
て
総
合
病
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
一
九
五

O
年
か
ら
一
九
六

O
年
に
か
け
て
整
備
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
一
九
六
五
年
に
自
治
体
組
合

(
}
ハ
ロ
ロ
丘
四
ロ
】
F
F
円
円
。
)

一
九
六
四
年
に
健
康
保
険
法
が
施
行
さ
れ
た
。

の
管
轄
下
に
移
さ
れ
た
。

一
九
五
0
年
代
か
ら
一
九
六
0
年
代
に
か
け
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
高
度
成
長
の
時
代
に
入
り
、
急
速
に
工
業
化
し
、
都
市
に
人
口
が
集
中

一
般
消
費
の
う
ち
食
料
品
の
占
め
る
割
合
は
、

一
九
六
0
年
代
の
初
頭
に
な
る
と
約

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

し
た
。
国
民
の
生
活
水
準
も
そ
れ
に
従
っ
て
向
上
し
、

(3) 

三
O
%
に
下
降
し
た
。
伝
統
的
な
乳
製
品
や
パ
ン
な
ど
の
穀
物
製
品
の
消
費
に
代
わ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
高
価
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
肉

類
、
肉
加
工
品
、
果
物
な
ど
の
消
費
が
増
加
し
た
。
食
料
品
の
消
費
に
占
め
る
割
合
が
減
少
す
る
の
に
伴
い
、
洗
浄
用
品
、
衣
料
品
、
レ
ジ
ャ
ー

(4) 

用
品
の
消
費
が
徐
々
に
伸
び
、
国
民
の
生
活
は
豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。

一
九
六
0
年
代
は
国
内
政
治
お
よ
び
外
交
に
お
い
て
も
対
立
の
多
か
っ
た
時
期
で
、
内
閣
は
倒
閣
を
繰
り

返
し
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
の
不
安
定
さ
は
社
会
政
策
に
も
反
映
し
た
。
政
治
が
安
定
し
、
社
会
政
策
が
強
力
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

し
か
し
、
政
治
に
お
い
て
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
福
祉
国
家
建
設
へ
の
道
を
確
実
に
歩
み
始
め
た
の
は
、

一
九
六
0
年
代
の
中
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
九
六
0
年
代
後
半
に
は
、
国
は
経
済
成
長
を
指
導
す
る
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
社
会
政
策
に
か
か
る
負
担
は
経
済
成
長
を
支
援

す
る
機
能
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
た
。
社
会
保
障
費
は
経
済
成
長
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
反
対
に
、
消
費
を
拡
大
さ
せ
、
成
長
を
加
速

(5) 

す
る
も
の
と
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
九
六
0
年
代
後
半
に
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
改
革
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
社
会
福
祉
の
原
則
は
、
福
祉
国
家
の
拡
大
の
基
礎
と
な
り
、
そ
の
成
果
は
一
九
八
0
年
代
の
社
会
福
祉
保
健
分
野
の
制
度
改
革

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
北
欧
レ
ベ
ル
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ミ
ニ
マ
ム
が
整
備
さ
れ
、

名
実
と
共
に
北
欧
型
福
祉
国
家
の

一
員
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

に
結
実
し
た
。
こ
の
改
革
に
よ
り
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は

一
九
九
0
年
代
に
入
る
と
、
他
の
北
欧
諸
国
と
同
様
に
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
地
方
分
権
改
革
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
住
民
の
生
活

に
直
接
深
く
か
か
わ
る
社
会
・
保
健
・
教
育

・文
化
サ
ー
ビ

ス
の
決
定
権
は
、
住
民
に
も
っ
と
も
近
い
と
こ
ろ
へ
と
い
う
理
念
が
実
現
し
た
の

北法53(3・57)649



説

で
あ
っ
た
。

一
九
九
0
年
代
前
半
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
史
上
最
大
の
不
況
に
み
ま
わ
れ
た
。
し
か
し
、
社
会
保
障
の
多
少
の
見
直
し
と
縮
小

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
福
祉
国
家
は
そ
の
試
練
に
耐
え
、
そ
の
制
度
政
策
は
根
本
的
に
は
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

は
行
わ
れ
た
が
、

雪ム
ロ"旬

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
六
五
年
頃
ま
で
の
戦
後
の
復
興
か
ら
福
祉
国
家
の
形
成
が
開
始
さ
れ
る
過
程
を
概
観
し
、
そ

の
福
祉
国
家
の
建
設
に
係
わ
る
諸
条
件
と
社
会
政
策
の
理
論
を
把
握
す
る
。
は
じ
め
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
福
祉
国
家
の
建
設
が
開
始
さ
れ

さ
て
、
本
稿
で
は
、

て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
発
達
の
背
景
と
な
る
社
会
・
経
済
・
政
治
的
諸
要
因
を
検
討
す
る
。
次
に
、
福
祉
国
家
形
成
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
政
策
理
論
の
変
選
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
一
節

福
祉
国
家
形
成
の
諸
要
因

本
節
で
は
、
福
祉
国
家
形
成
の
諸
要
因
を
、
経
済
成
長
と
社
会
構
造
の
変
容
に
伴
う
諸
問
題
、
福
祉
国
家
建
設
に
お
け
る
政
党
お
よ
び
労

使
組
合
の
役
割
、
公
共
セ
ク
タ
ー
の
拡
大
と
女
性
の
労
働
参
加
の
順
に
検
討
す
る
。

経
済
成
長
と
社
会
構
造
の
変
容

一
八
八
O
年
か
ら
一
九
七

O
年
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
農
業
人
口
の
割
合
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
表
で
明

ら
か
な
よ
う
に
、
戦
前
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
農
業
人
口
の
状
況
は
、
西
欧
諸
国
よ
り
も
東
欧
諸
国
に
近
い
と
い
え
る
。
戦
後
か
ら
一
九
七
O

表
ー
は
、

年
代
ま
で
に
お
い
て
も
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
西
欧
諸
国
の
中
で
も
農
業
人
口
の
割
合
が
大
き
く
、
隣
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
比
較
し
て
も
二
倍

以
上
で
あ
る
。
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フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 
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表 I

国

フィンランド

スウェーデン

ノルウェー

デンマーク

ベルギー

オラン ダ

ドイ ツ

オーストリア

スイス

英国

ブルガリア

ユーゴスラピア

ポーランド

ルーマニア

チェコスロノfキア

ハンガリー

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
都
市
化

・
工
業
化
の
完
成
は
、
同
じ
北
欧
諸
国
で
あ
る

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
比
べ
て
も
大
幅
に
遅
滞
し
て
い
た
。
フ
イ

ン
ラ
ン
ド
の
農
業
人
口
は

一
九
四
0
年
代
に
な
っ
て
か
ら
五
O
%
以
下
に
減

少
し
た
が
、

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
は
す
で
に

一
九
一

0
年
代
に
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー

で
は

一
八
八
0
年
代
に
五
O
%
を
切

っ
た
。
ま
た
、

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
は

一

九
五
O
年
後
半
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は

一
九
六
O
年
の
前
半
に
農
業
人
口
が

一

五
%
ま
で
減
少
し
た
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は

一
九
七

0
年
代
の
前
半
に

(7
)
 

な
っ
て
か
ら
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
他
の
北
欧
諸
国

64 

と
比
べ
て
も
非
常
に
急
速
な
都
市
化
・
工
業
化
を
経
験
し
た
こ
と
を
示
し
て

で
は
、
そ
の
都
市
化
・
工
業
化
は
ど
の
よ
う
に
発
生
し
た
の
か
。
そ

い
る
。

の
過
程
に
焦
点
を
当
て
て
み
よ
う
。

71 

一
九
四
五
年
に
土
地
獲
得
法

(g
g吾
B
E
E
-
E
)
が
制
定
さ
れ
た
結

果
、
約

一
O
万
の
小
規
模
農
地
が
出
現
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
他
の
ヨ

l

ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
農
地
が
減
少
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

フ
イ

ン
ラ
ン
ド
が
そ
の
よ
う
な
政
策
を
と
っ
た
理
由
は
、
カ
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、

(8
)

(

9
)
 

ソ
連
に
移
譲
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
領
土
か
ら
の
引
揚
者
、
傷
痕
軍
人
、
戦

(
川
)

争
未
亡
人
へ
の
補
償
を
行
う
こ
と
が
戦
後
の
社
会
の
安
定
に
欠
か
せ
な
か

っ

(
日
)

た
か
ら
で
あ
る
。

北法53(3・59)651

一
九
五

0
年
代
に
農
家
数
が
増
加
し
た
の
は
、
。
開
(
リ
ワ
諸



説

(ロ
)

国
の
中
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
だ
け
で
あ
っ
た
。
農
地
は

一
九
四

一
年
か
ら

一
九
五
九

ラム
日間

年
の
聞
に
三
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し
、
地
理
的
に
は
北
部
と
東
部
の
開
発
が
進

(日
)

み
、
特
に
ラ
ッ
ブ
ラ
ン
ド
で
は
、
こ
の
時
期
に
農
地
は
三
倍
に
増
加
し
た
。

表
2
は、

一
九
O

O
年
か
ら
一
九
九
O
年
ま
で
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
産
業
構
造

の
変
化
を
示
し
て
い
る
。

と
な
り
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は

一
九
四
0
年
代
の
終
わ
り
に
工
業
国

工
業
と
建
設
業
を
柱
と
す
る
第
二
次
産
業
の
割
合
が
、
第
一
次
産
業
お

よ
び
第
三
次
産
業
よ
り
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
第

一
次
産
業
の
従
事
者
は
他
産
業

(M
)
 

よ
り
も
多
く
、
他
の
西
欧
諸
国
と
比
べ
る
と
二
倍
に
近
か
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
の

割
合
が
、
戦
前
の
レ
ベ
ル
を
超
え
た
の
は

一
九
五

0
年
代
末
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

り
、
そ
れ
以
後
は
急
速
に
伸
び
て
い
る
。

表
3
は
、
産
業
別
雇
用
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。
産
業
人
口
で
は
、

一
九
五
O

年
代
は
依
然
と
し
て
農
業
人
口
が
大
き
か
っ
た
が
、

一
九
六
0
年
代
に
な
る
と
減

少
し
始
め
、
同
年
代
の
末
か
ら
急
速
に
下
降
す
る
。
し
か
し
、
農
林
業
の
機
械
化

に
よ
っ
て
生
産
性
が
向
上
し
た
の
で
、
人
口
が
減
少
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
生

産
量
は
維
持
さ
れ
た
。

産業構造(%)(15)表2

1967 

7 

6 
26 
10 

39 
12 
100 

1960 

10 

8 
28 
10 

35 
9 

100 

1950 

16 

9 

30 
10 
26 
9 

100 

1937 

17 
16 
25 
6 
29 
7 

100 

業

豊

中

京

ス

ス

漁

ピ

ビ

一

ω

猟

一

二

円

狩

業

サ

サ

一

十

業
業
業
設
問
共
ユ
一
言

農

林

工

建

民

公

表3

北法53(3・60)652

1967年

540 ( 25%) 
670 ( 31%) 
940 ( 44%) 

2150 (100%) 

産業別雇用(16) (1000人)

1937年 1950年

700 (47%) 640 ( 39%) 
420 (29%) 520 ( 31 %) 
350 (24%) 490 ( 30%) 

1470 (100%) 1650 (100%) 

第一次産業

加工工業

サービス産業

計

ソ
連
に
対
す
る
戦
争
の
賠
償
の
約
三
分
の
こ
が
金
属
産
業
製
品
(
重
工
業
製
品
)
で
支
払
わ
れ
た
こ
と
が
、
そ
れ
ま
で
森
林
産
業
が
主
流

(
げ
)

で
あ
っ
た
産
業
構
造
を
多
元
的
に
変
え
て
い
っ
た
。
最
後
の
賠
償
製
品
を
積
ん
だ
列
車
が
、
国
境
を
越
え
て
ソ
連
領
土
に
向
か
っ
た
の
は
一

九
五
二
年
で
あ
っ
た
。
同
じ
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
聞
か
れ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
経
済
は
戦
前
の
レ
ベ
ル
を
越
え
た
。



フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
戦
後
の
復
興
期
は
、
非
常
に
規
制
の
強
い
社
会
で
あ
っ
た
。
戦
争
の
賠
償
問
題
の
た
め
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
貿
易
相
手

国
は
ソ
連
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

一
九
五
七
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
経
済
共
同
体
開
毘
り
が
成
立
し
た
。
そ
れ
に
加
盟
し
・
な
か

っ
た
北
欧
諸
国
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ス
イ
ス
等
の
国
々
が
中
心
と
な
っ
て
開
司
吋
〉
を
設
立
し
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
一
九
六
一
年
に
巴
4
〉
に
加
盟
し
た
。
こ

、
つ
し
て
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
貿
易
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
加
盟
の
主
要
な
理
由
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
森
林

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

加
工
産
業
を
、
国
際
市
場
に
お
い
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
も
の
と
競
合
可
能
に
す
る
こ
と
に
あ
り
、
他
の
産
業
に
と

っ
て
も
、
関
税
に
頼
っ
て

(
凶
)

自
国
産
業
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
る
。
人
口
の
少
な
い
国
の
圏
内
市

場
は
産
業
拡
大
の
余
地
を
提
供
で
き
な
い
の
で
、
国
際
市
場
に
輸
出
す
る
こ
と
が
重
要
な
命
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
復
興
期
は
ま

(
問
)

だ
農
業
人
口
が
大
き
く
、
労
働
者
の
た
め
の
社
会
保
険
整
備
の
必
要
性
が
理
解
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
六
0
年
代
に
な
る
と
、
農
林
業
の
総
生
産
に
占
め
る
割
合
は
急
激
に
減
少
し
、
労
働
人
口
も
そ
れ
に
比
例
し
減
少
し
た
。
こ
れ
は
、

木
材
の
需
要
は
安
定
し
て
伸
び
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紙
、
パ
ル
プ
、
家
具
産
業
な
ど
の
森
林
加
工
産
業
が
機
械
化
さ
れ
、
林
業
で

働
く
人
口
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
農
業
も
機
械
化
さ
れ
、
合
理
化
が
行
わ
れ
た
。
経
済
成
長
と
工
業
化
と
い
う
国
を
挙
げ

て
の
目
標
の
た
め
に
、
政
策
と
し
て
農
業
人
口
を
急
速
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
ぬ
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
農
業
人
口
を
代
表

す
る
政
治
家
も
こ
の
政
策
に
理
解
を
示
し
協
力
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

一
九
O
O
年
か
ら
一
九
五
O
年
の
聞
に
六
O
l
七
O
万
人
存
在

し
た
第
一
次
産
業
従
事
者
も
、

一
九
六
0
年
代
末
に
な
る
と
五
O
万
人
に
減
少
し
た
。
農
業
も
家
族
経
営
に
な
り
、
農
作
物
の
大
部
分
が
市

場
化
す
る
た
め
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
労
働
人
口
が
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
機
械
化
と
そ
れ
に
伴
う
生
産
性
の
向

(
初
)

上
の
た
め
に
生
産
量
は
維
持
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
余
剰
生
産
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
戦
後
か
ら

一
九
五
0
年
代
に
か
け
て
加
工
産
業
の
開
発
と
建
設
・
設
備
投
資
に
集
中
し
た
。
緊
急
課
題
で
あ
っ
た
戦
後
の
住

宅
供
給
が
安
定
す
る
と
、
次
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
た
。

一
九
五
O
年
に
は
発
電
所
と
電
力
供
給
ラ
イ
ン
の
設
備
投
資

北法53(3・61)653 
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が
行
わ
れ
た
。

一
九
六
O
年
に
は
道
路
網
の
建
設
に
力
が
注
が
れ
、
自
動
車
が
普
及
し
た
。

第
一
次
産
業
の
衰
退
に
反
比
例
す
る
よ
う
に
、

一
九
五
0
年
代
か
ら
一
九
六
0
年
代
に
か
け
て
民
間
セ
ク
タ
ー

きふ
ロ岡

の
サ
ー
ビ
ス
業
が
成
長
し
た
。
公
的
セ
ク
タ
ー
の
従
事
者
も
一
九
四
O
年
か
ら

一
九
六
O
年
の
聞
に
倍
に
な
り
、

特
に
自
治
体
の
職
員
数
の
増
加
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

一
九
五
O
年
に
は
国
と
自
治
体
の
支
出
の
割
合
が
ほ
と
ん
ど

同
等
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
九
六

0
年
代
の
後
半
に
は
自
治
体
と
自
治
体
組
合
の
支
出
は
公
共
支
出
の
六
O
%

(幻
)

近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ク
タ
ー
と
は
異
な
り
、
公
的
セ
ク
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
は
全

国
均
一
に
広
が
り
、
主
と
し
て
教
育
、
保
健
、
社
会
福
祉
分
野
の
諸
サ
ー
ビ
ス
が
開
発
さ
れ
た
。

(
幻
)

工
業
化
の
時
代
に
お
け
る
経
済
成
長
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
と
比
較
し
て
も
急
速
で
あ
っ
た
。
国
民
総
生
産
は
戦

争
直
後
か
ら
一
九
九

一
年
に
発
生
し
た
不
況
期
ま
で
継
続
し
て
拡
大
し
た
。
特
に
一
九
五
0
年
代
と
一
九
六
0
年

代
に
は
驚
異
的
な
成
長
を
遂
げ
、
一
九
六
二
年
l

一
九
六
三
年
の
成
長
が
三
%
に
落
ち
込
ん
だ
と
き
は
不
況
と
さ

(
お
)

え
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
後
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
経
済
成
長
は
好
調
で
あ
っ
た
。
表
4
は、

一
九
六
O
年
か
ら
一
九
八
二
年
ま
で
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
民
総
生
産
お
よ
び

一
人
当
た
り
額
の

比
較
で
あ
る
。
表

5
は、

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
、

英
国
、

フ
ィ
ン
一
フ
ン
H

「、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
、

一
人
当
た
り
額
の

比
較
を
示
し
て
い
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
民
総
生
産
は
一
九
六
O
年
か
ら
一
九
八
五
年
に
か
け
て
、
平
均
三
・

一
%
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
間
に
人
口
が

0
・
九
%
増
加
し
た
の
で
、

一
人
当
た
り
額
は
約
二

・
二

%
と
な
り
、
こ

れ
は
英
国
の
数
値
を
上
回
る
。
ま
た
、

(M) 

%
の
差
ま
で
接
近
し
て
い
る
。

一
九
八
0
年
代
の
初
頭
に
は
、

一
人
当
り
額
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
約
一
O

こ
の
よ
う
な
急
激
な
社
会
構
造
の
変
化
の
た
め
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は

一
般
的

ヨーロッパとフィンランドの国民総生産比較(%)附(全ロシアとソヴイエト連邦を含む)

1980-90 1980-1913 1913-50 1950-74 1974-82 1860-1982 

1.6 2.5 1.4 5.5 2.5 2.5 
0.8 1.4 0.9 4.5 1.9 1.7 

表4

ヨーロッノTの
国民総生産
一人当たり額

フィンランドの
国民総生産
一人当たり額

3.1 
2.2 

北法53(3・62)654

2. 7 
2.3 

4.9 
4.2 

2.7 
1.9 

3.0 
1.9 

2.2 
1.2 
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四カ国の国民総生産一人当たり額の比較(26)

(1970年の購買力平価に基づく)

表5

1000 $ 

国

ド

ン

衆

ン

「

ア

ム

ロ

ラ

一

カ

ン

エ

リ

イ

ウ

国

メ

フ

ス

英

ア

一
一
一
一
一
一
一
一

7 

6 

5 

4 

3 

2 

O 
1860 1870 1880 1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 

で
あ
っ
た
、
農
業
従
事
者
の
子
の
世
代
が
工
業
従
事
者
と
な
り
、
さ

ら
に
そ
の
子
の
世
代
が
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
に
な
る
と
い
う
よ
う
な

世
代
交
代
の
経
過
を
と
ら
ず
、
農
業
か
ら
直
接
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
産
業
構
造
の
変
化
以
外
に
も
、

九
四

六
年
か
ら
一
九
四
九
年
に
か
け
て
の
ベ
ビ

l
ブ

l
ム
で
人
口
が
約
五

O
万
人
増
加
し
た
こ
と
が
、
人
口
移
動
に
拍
車
を
か
け
た
。
特
に
彼

ら
が
労
働
年
齢
に
達
す
る
頃
の
一
九
六
O
年
か
ら
一
九
七
O
年
に
か

け
て
、
多
く
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
が
、
職
と
よ
り
高
い
生
活
水
準
を

求
め
て
都
市
部
に
移
住
し
た
の
み
な
ら
ず
、
隣
国
の
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン

に
も
移
住
し
た
。

A
-
カ
リ
ス
ト
ら
に
よ
る
と
、

一
九
六
九
年
1

九
七

O
年
に
八
万
人
も
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
が
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
に
移

(
幻
)

住
し
た
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

R

ヴ
ィ

l
マ
ン
は
、

一
九
八
O
年

ま
で
に
六

O
万
人
が
国
外
移
住
し
、

三
O
万
人
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に

移
住
し
て
き
た
の
で
、
移
住
損
失
人
口
実
数
は
三
O
万
人
と
な
り
、

こ
れ
は

一
九
八
O
年
の
人
口
の
六
%
強
に
相
当
す
る
と
指
摘
し
て
い

(
お
)

る
。

北法53(3・63)655

一
九
五
四
年
に
北
欧
共
同
労
働
市
場
に
関
す
る
協
定
が
結
ぼ
れ
て

い
た
の
で
、
職
を
求
め
て
隣
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
移
住
す
る
こ
と
は
、



説

(
却
)

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
に
と
っ
て
法
的
に
も
技
術
的
に
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
北
欧
諸
国
に
は
共
通
の
文
化
が
あ
り
、
し

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
一
八
O
九
年
ま
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
の
統
治
下
に
あ
っ
た
の
で
、
全
く
の
異
文
化
の
世
界
に
移
住
す
る
と
い
う

北法53(3・64)656

か
も
、

吾乙、
白岡

ほ
ど
の
生
活
上
の
困
難
さ
は
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

一
九
七
0
年
代
に
な
る
と
移
民
数
は
減
少
し
た
が
、
失
業
は
依
然
と
し
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
産
業
の
発
達
は
、
必
ず
し
も
す
べ

て
の
求
職
者
に
雇
用
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
長
期
失
業
者
の
再
雇
用
が
困
難
で
あ
り
、

一
九
八
0
年
代
の
は
じ
め
に
は

ー
四
万
人
の
失
業
者
が
存
在
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
あ
ま
り
十
分
な
職
業
教
育
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
生
産

設
備
が
機
械
化
さ
れ
た
と
き
に
、
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
若
者
や
高
齢
者
で
あ
っ
た
。
特
に
北
部
と
東
部
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
失
業

は
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
方
は
伝
統
の
あ
る
工
業
地
帯
で
あ
り
、
技
術
が
労
働
力
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

新
し
い
雇
用
が
用
意
さ
れ
ず
、
高
齢
の
労
働
力
が
引
き
続
い
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
の
で
、
若
い
労
働
力
が
市
場
に
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
な

(
初
)

か
っ
た
の
で
あ
る
。

地
方
か
ら
都
市
部
へ
の
人
口
移
動
の
結
果
、

一
九
七
O
年
に
は
六
回

一
九
八
O
年
に

一
九
六
O
年
に
は
人
口
の
五
五

・
九
%
、

(
幻
)

一
九
八
五
年
に
は
七
七
・
八
%
が
都
市
部
に
集
中
し
た
。
農
村
か
ら
都
市
部
に
移
住
し
て
暮
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

こ
と
に
起
因
す
る
生
活
や
環
境
の
劇
的
な
変
化
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
問
題
を
も
た
ら
し
た
。
都
市
に
移
住
し
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
農

地
か
ら
生
産
工
場
、
商
居
、
事
務
所
等
の
職
場
へ
の
環
境
変
化
は
カ
ル
チ
ャ

ー
シ
ョ
ッ
ク
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
新
し
い
環
境
の
な
か

で
日
常
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
か
っ
た
上
に
、
生
活
習
慣
の
変
化
は
あ
ま
り
に
も
急
激
す
ぎ
た
。
新
し
い
都
市
の
生
活
文
化
は

% 

は
七
二
・
一
%
、

ま
だ
形
成
さ
れ
る
に
至
ら
ず
、
人
々
は
故
郷
に
居
住
し
て
い
た
と
き
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
た
共
同
体
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

一
方
、
労
働
人
口
が
都
市
部
へ
流
失
し
、
高
齢
者
だ
け
が
多
く
残
っ
た
地
方
に
お
い
て
も
、
伝
統
的
共
同
体
の
社
会
的
ネ
ツ

を
喪
失
し
た
。

ト
ワ

l
ク
が
弱
ま
り
、
人
口
構
造
の
歪
み
が
新
た
な
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
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(
明
記

)

ア
ル
コ

ー
ル
の
消
費
と
そ
れ
に
起
因
す
る
社
会
問
題
は

一
九
六
0
年
代
か
ら
増
加
し
始
め
た
。
K

九
七
O
年
ま
で
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
の
生
活
の
質
の
分
析
を
行
い
、
経
済
成
長
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
物
質
的
な
生
活
水
準
の
向
上
お
よ
び

社
会
政
策
の
拡
大
と
並
行
し
て
、
精
神
的
、
社
会
的
問
題
が
増
加
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
、

一
九
五
0
年
代
後
半
か
ら

一
九
七

(
お
)

0
年
代
前
半
に
か
け
て
、
経
済
成
長
に
伴
っ
て
発
生
し
た
精
神
衛
生
上
の
問
題
の
増
加
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

都
市
化
・
工
業
化
の
結
果
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
大
部
分
が
給
与
生
活
者
に
な

っ
た
。

活
者
で
あ
っ
た
が
、

ラ
ウ
ニ
オ
は
、

一
九
五
O
年
か
ら

一
九
五
O
年
末
に
は
五
O
%
強
の
人
口
が
給
与
生

一
九
八
四
年
に
は
八
四
%
に
も
達
し
た
。
こ
の
変
化
は
他
の
ど
の
。
貝
U
O
諸
国
よ
り
も
急
激
で
あ
り
、

代
に
は
給
与
生
活
者
の
三
分
の
一
が
給
与
生
活
者
と
し
て
の
初
代
の
世
代
で
あ

っ
た
こ
と
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
カ
リ
ス
ト
は
、
こ
れ
ら

の
変
化
が
も
た
ら
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
労
働
生
活
上
の
変
化
を
次
の
四
点
に
ま
と
め
て
い
る
。
(
一
)
一

般
教
育
制
度
の
整
備
が
進
み
、

青
少
年
の
労
働
が
減
少
し
た
。

こ
の
結
果
、
同
世
代
の
生
活
体
験
が
近
似
し
て
き
た
と
い
え
る
。
(
二
)
女
性
の
職
業
生
活
参
加
が
年
齢
に

関
係
な
く
増
加
し
た
。
女
性
の
経
済
的
自
立
に
よ
り
男
女
聞
の
社
会
的
な
平
等
関
係
が
改
善
し
た
と
い
え
る
。
(
三
)
年
金
制
度
お
よ
び
保

健
制
度
の
改
革
に
よ
り
高
齢
者
が
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
(
四
)
中
年
世
代
も
含
め
て
、
す
べ
て
の
年
齢
層
の
男
性
の
労

働
参
加
が
減
少
し
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
ヵ
リ
ス
ト
は
、
労
働
能
力
喪
失
の
発
生
、
早
期
年
金
生
活
へ
の
移
行
、
教
育
の
な
い
男
性
の
労

(
鈎
)

働
市
場
か
ら
の
疎
外
等
を
挙
げ
て
い
る
。

一
九
八
O
年

政
党
政
治
の
特
色
と
社
会
政
策

北法53(3・65)657

戦
後
の
社
会
構
造
の
変
化
の
重
要
な
特
徴
の

一
つ
は
、
政
治
組
織
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
、
そ
れ
ま
で
の

一
地
方
限
定
の
も
の
か
ら

全
国
的
な
規
模
に
広
が
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
戦
前
に
地
域
社
会
を
中
心
と
し
て
存
在
し
て
い
た
組
織
は
、
戦
時
中
お
よ
び
戦
後
に
、
国
民



説

が
故
郷
を
は
な
れ
て
住
む
こ
と
を
体
験
す
る
に
従
っ
て
、
全
国
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
戦
後
の
賠
償
支
払
い
の
た
め
の
工
業
化
と
、

~h 

百岡

そ
れ
に
伴
う
都
市
化
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
ま
た
、
退
役
軍
人
や
、
戦
後
に
領
土
割
譲
し
て
ソ
連
領
土
と
変
わ

っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
領

土
か
ら
の
引
揚
者
が
、
土
地
補
償
に
よ

っ
て
新
た
に
地
方
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
地
域
活
動
に
新
し
い
展
望
が
開
け
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に

お
い
て
は
、
左
派
の
政
党
と
農
民
連
盟
(
冨

E
rg-Eo
)
は
す
で
に
戦
前
に
全
国
的
に
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
保
守
系
の
諸
政
党
は
戦
後

(お
)

に
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
特
に
、
僻
地
と
呼
ば
れ
る
地
方
に
お
い
て
の
政
党
や
労
働
組
合
な
ど
の
政
治
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
戦
後
か
ら
福
祉
国
家
建
設
期
に
か
け
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
政
党
が
ど
の
よ
う
に
福
祉
国
家
建
設
に
関
与
し
た
か
、
そ
れ
を
検

討
し
よ
う
。

表
6
は
戦
後
の
国
会
選
挙
に
お
け
る
各
政
党
の
支
持
率
で
あ
る
。
現
在
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
会
は
、

一
院
制
で
定
員
は
二
O
O
人
、
任

期
は
四
年
で
あ
る
。
こ
の
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
前
の
み
な
ら
ず
、
戦
後
も

一
党
単
独
で
与
党
を
形
成
で
き
る
政
党
は
存
在
せ
ず
、
歴

代
内
閣
は
連
立
政
権
で
あ
っ
た
。
政
党
に
関
す
る
戦
後
の
最
大
の
変
化
は
、

対
に
極
右
政
党
が
活
動
停
止
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
共
産
党
と
呼
ば
れ
る
左
派
宙
開
U
F
H
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
民
民
主
連
盟
、

一
四
年
間
政
党
活
動
を
停
止
し
て
い
た
共
産
党
が
復
活
し
、
反

分
裂
を
経
て
現
在
の
主
流
は
穏
健
派
の
〈
〉
∞
H
左
派
連
盟
で
あ
り
、
共
産
党
の
伝
統
を
継
承
す
る
∞
穴
司

H

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
産
党
は
議
席

の
な
い
政
党
と
し
て
存
在
す
る
)

の
勢
力
は
大
き
く
、

一
九
六
六
年
ま
で
は
二

O

%
以
上
の
支
持
率
を
誇
り
、
農
民
連
盟
、
社
民
党
に
続
い

て
第
三
政
党
の
地
位
を
確
保
し
て
い
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
政
党
政
治
の
特
色
は
、
農
民
政
党
が
中
心
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
農
民
は
、
歴
史

的
に
比
較
的
独
立
し
た
地
位
を
確
保
し
て
お
り
、
農
奴
制
、
ま
た
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
型
の
封
建
主
義
は
、
僻
地
で
あ
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

(お
)

に
は
波
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
一

般
的
に
は
、
農
民
政
党
が
強
い
地
位
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
は
例
外
的
な
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
純
粋
な
農
民
階
級
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
地
方
に
住
む
住
民
の
中
に
は
、
土
地
所
有
者
と
非
土
地
所
有
者
、
大
規
模
農

北法53(3・66)658
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表6 1907-1995年間の国会選挙における各政党の支持率(37)

選挙年 SP， RKP ~~~，~_~ _~~:_ SPP， 
SSTP， 

計
KOK ~..- KP.LKP KESK SMP KTL SDP SKDLそのf也 (%) 

VAS 

1907 27.3 12.6 13.6 5.8 1.6 37.0 2. 1 100.0 

1908 25.4 12.8 14.2 6.4 2.3 38.4 0.5 100.0 

1909 23.6 12.3 14.5 6.7 2.8 39.9 0.2 100.0 

1910 22. 1 13.5 14.4 7.6 2.2 40.0 0.2 100.0 

1911 21. 7 13.3 14.9 7.8 2.2 40.0 O. 1 100.0 
1913 19.9 13. 1 14. 1 7.8 1.8 43. 1 0.2 100.0 

1916 17.6 11.8 12.4 9.0 1.8 47.3 O. 1 100.0 
1917 10.9 12.4 1.6 44.8 0.2 100.0 

1919 15.7 12. 1 12.8 19. 7 1.5 38.0 0.2 100.0 

1922 18.1 12.4 9.2 20.3 25. 1 14.8 O. 1 100.0 
1924 19.0 12.0 9. 1 20.3 29.0 10.4 0.2 100.0 

1927 17.7 12.2 6.8 22.5 28.3 12. 1 0.4 100.0 

1929 14.5 11. 4 5.6 26. 1 1.1 27.4 13.5 0.4 100.0 

1930 18. 1 10.0 5.8 27.3 1.8 34.2 1.0 1.8 100.0 

1933 16.9 10.4 7.4 22.6 3.4 37.3 2.0 100.0 

1936 10.4 11. 2 6.3 22.4 2.0 38.6 9. 1 100.0 

1939 13.6 9.6 4.8 22.9 2.1 39.8 7.2 100.0 

1945 15.0 7.9 5.2 21. 3 1.2 25. 1 23.5 0.8 100.0 

1948 17.1 7.7 3.9 24.2 0.3 26.3 20.0 0.5 100.0 

1951 14.6 7.6 5.7 23.2 0.3 26.5 21. 6 0.5 100.0 

1954 12.8 7.0 7.9 24. 1 26.2 21. 6 0.4 100.0 

1958 15.3 6. 7 5.9 23. 1 23.2 23.2 2.6 100.0 

1962 15.0 6.4 6.3 23.0 2.2 19.5 22.0 5.6 100.0 

1966 13.8 6.0 6.5 21. 2 1.0 27.2 21. 2 3. 1 100.0 

1970 18.0 5.3 6.0 17.1 10.5 23.4 16.6 3. 1 100.0 

1972 17.6 5. 1 5.2 16.4 9.2 25.8 17.0 3. 7 100.0 

1975 18.4 4.7 4.3 17.6 3.6 24.9 18.9 7.6 100.0 

1979 21. 7 4.2 3. 7 17.3 4.6 23.9 17.9 6.7 100.0 

1983 22. 1 4.6 17.6 9.7 VIHR 26.7 13.5 5.8 100.0 

1987 23. 1 5.3 1.0 17.6 6.3 4.0 24.1 9.4 9.2 100.0 

1991 19.3 5.5 0.8 24.8 4.8 6.8 22. 1 10.1 5.8 100.0 

1995 17.9 5.1 0.6 19.8 1.3 6.5 28.3 11. 2 9.3 100.0 

1999 21. 0 5. 1 0.2 22.4 1.0 7.3 22.9 10.9 9.2 100.0 

主な政党 :KOK(国民連合、保守党とも呼ばれる)、 RKP(スウェーデン党)、

ML，阻SK(農民連盟、中央党)、 VIHR(緑党)SDP (社会民主党)、 SSTP，

SKDL， VAS (共産党系の諸政党、現在は左派連合)

北法53(3・67)659



説

場
所
有
者
と
小
規
模
農
場
所
有
者
と
の
対
立
の
構
造
が
あ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
自
然
の
成
り
行
き
と
し
て
彼
ら
は
左
派
か
右
派
に
所
属
す

る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
強
く
安
定
し
た
農
民
政
党
が
存
在
す
る
北
欧
諸
国
は
例
外
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
中
央
ヨ

l
ロ
ツ

北法53(3・68)660

?b、
計四

パ
諸
国
と
比
べ
て
、
北
欧
諸
国
の
農
業
人
口
は
構
造
的
に
統
合
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
伝
統
あ
る
社
会
的
地
位
と
生
活
習
慣
の
た
め
に
一
つ
の

社
会
的
階
層
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
北
欧
で
は

一
九
0
0
年
代
に
な
る
と
保
守
・
リ
ベ
ラ
ル
の
対
立
が
都
市
(
保
守
)
・
地
方
(左

(
お
)

派
)
の
対
立
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。

J
・
ノ
ウ
シ
ア
イ
ネ
ン
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
農
民
の
利
益
が
重
要
視
さ
れ
、
政
治
的
支
持
を
獲
得
し
た
要
因
と
し
て
、

工
業
化
が
比
較

的
遅
く
始
ま
っ
た
こ
と
、
農
業
人
口
の
内
部
構
造
、
政
党
と
し
て
の
発
達
の
方
向
を
定
め
た
当
時
の
政
治
の
歴
史
的
段
階
、
さ
ら
に

一
九
六

五
年
に
中
央
党
(
穴
肘
∞
穴
己
∞
]
『
〉
)
と
改
名
し
た
農
民
連
盟
(
冨
E
E∞
Z
E
O
H
冨
「
)

の
政
治
行
動
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
農
民
連
盟
は
、
も

と
も
と
小
規
模
農
業
従
事
者
の
支
持
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
組
織
で
、
設
立
後
も
、
農
業
従
事
者
、
お
よ
び
、
も
し
政
党
の
構
図
が
異
な
っ

(お
)

て
い
れ
ば
本
来
左
派
政
党
を
支
持
し
た
と
思
わ
れ
る
地
方
在
住
の
低
所
得
者
層
を
支
持
基
盤
と
し
て
、
地
方
の
利
益
を
代
表
し
て
い
た
。

左
派
政
党
と
比
較
し
て
も
劣
ら
な
い
ほ
ど
農
民
連
盟
が
勢
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
労
働
者
保
護
に
も
影
響
を
与

え
た
。

K
・
ウ
ル
ポ
ネ
ン
は
、
こ
の
時
代
の
社
会
保
障
の
発
達
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。
ソ
連
に
対
す
る
賠
償
向
け
に

生
産
さ
れ
て
い
た
工
業
製
品
を
、
賠
償
終
了
後
に
囲
内
で
消
化
す
る
に
は
、
圏
内
市
場
は
あ
ま
り
に
も
小
さ
す
ぎ
た
の
で
、
経
済
成
長
を
維

持
す
る
た
め
に
、
輸
出
が
至
上
目
標
と
な
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
巴
斗
〉
へ
の
加
入
を
通
じ
て
国
際
市
場
に
参
加
し
す
る
よ
う
に
な
っ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
労
働
市
場
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

た
結
果
、
競
争
力
が
阻
害
さ
れ
る
と
い
え
る
ほ
ど
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
労
働
者
の
地
位
は
、
競
争
相
手
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
工
業
国
と
比
較
し
て
さ
ほ
ど
保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
、
社
会
政
策
の

(
羽
)

所
得
移
転
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
は
、
労
働
者
の
高
齢
保
障
と
労
働
能
力
喪
失
保
障
は
雇
用
者
と
労
働
者
双
方
の
責
任
で
あ
っ
た
。
産
業
の
国
際
競
争
力
を
つ
け
る
た



め
に
、
労
使
双
方
が
労
働
者
の
地
位
を
高
め
、
社
会
保
険
の
採
用
に
よ
っ
て
労
使
聞
の
争
い
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き

て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
保
険
の
発
達
が
遅
滞
し
た
の
は
、
農
民
連
盟
の
側
に
国
民
年
金
だ
け
で
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
傾
向
が

強
く
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
労
働
者
側
に
と
っ
て
は
国
民
年
金
は
あ
ま
り
に
も
少
額
過
ぎ
た
。
一

方、

雇
用
者
側
は
改
革
に
よ
っ

て
負
担
が
増
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
年
金
保
障
が
職
場
に
直
結
さ
れ
な
く
な
る
と
、
労
働
力
を
失
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
倶
を
抱
い
て
い

た
。

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

一
九
五
0
年
代
の
後
半
か
ら

一
九
六
0
年
代
の
前
半
は
政
局
が
非
常
に
不
安
定
で
あ
り
、
内
閣
が
議
会
の
支
持
を
得
ら
れ
ず
た
び
た
び
交

代
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
社
会
民
主
党
と
農
民
連
盟
が
交
代
で
内
閣
を
組
織
し
た
。
し
か
も
当
時
の
社
会
民
主
党
は
内
部
対
立
を
か
か
え
て

い
た
。
ま
た
、
こ
の
時
代
は
、
内
政
に
お
い
て
も
外
交
に
お
い
て
も
政
党
間
対
立
が
頻
繁
に
発
生
し
た
時
代
で
、
そ
れ
は
重
要
な
社
会
政
策

に
も
反
映
し
、
農
民
連
盟
が
均

一
の
社
会
保
障
制
度
を
支
持
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
社
会
民
主
党
と
保
守
党

(
国
民
連
合
)
は
所
得
に
基

づ
く
給
付
を
推
進
し
て
い
た
。
労
働
組
合
と
雇
用
主
組
合
の
見
解
も
、
彼
ら
が
支
持
す
る
社
民
党
お
よ
び
保
守
党
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

一
方
、

共
産
党
は
、
都
市
の
産
業
労
働
者
層
と
農
村
の
低
所
得
者
層
の
支
持
を
、
つ
け
て
い
た
の
で
、
給
付
に
つ
い
て
の
立
場
を
明
確
に
で
き
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
対
立
の
中
で
、
一
九
五
七
年
に
新
た
な
国
民
皆
年
金
制
度
が
発
足
し
た
。
そ
の
給
付
内
容
は
国
民
の
均
等
を
目
指

す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
都
市
生
活
者
の
ニ

l
ズ
を
満
た
す
に
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
六
0
年
代
に
は
民
間
セ
ク
タ
ー
の
被

用
者
、
農
業
従
事
者
、
自
営
業
者
の
た
め
の
年
金
制
度
と
、
公
的
セ
ク
タ
ー
の
被
用
者
の
年
金
制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
年
金
制

度
と
、
同
じ
く
一
九
六
0
年
代
に
実
現
し
た
健
康
保
険
制
度
の
成
立
は
、
当
時
の
福
祉
国
家
建
設
に
お
け
る
最
も
重
要
な
社
会
保
障
が
整
備

(
引
)

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

北j去53(3・69)661

一
九
六
六
年
以
降
は
「
左
派
的
中
道
派
」
で
あ
る
社
会
民
主
党
と
「
保
守
的
中
道
派
」
の
中
央
党
が
中
心
と
な
る
連
立
政
権
が
安
定
し
て

継
続
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
年
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
国
家
建
設
に
お
け
る
重
要
な
節
目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て



説

(
門
知
)

い
る
。
そ
れ
は
、
安
定
し
た
政
権
の
も
と
で
社
会
政
策
へ
の
投
資
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

北法53(3・70)662

自命

こ
こ
で
、
こ
の
時
期
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
国
家
の
形
成
に
お
け
る
政
治
的
要
因
の
整
理
と
理
解
を
試
み
よ
う
。

M
・
ア
レ
ス
タ
ロ
と

H
・
ウ
l
シ
タ
ロ
は
、
世
界
的
に
み
て
も
資
本
主
義
が
発
達
し
た
時
代
で
あ
る
一
九
五
0
年
代
と
一

九
六
0
年
代
に
、フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
は
も
っ

と
も
高
い
高
度
成
長
を
遂
げ
た
国
の
一
つ
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
福
祉
国
家
と
し
て
の
根
本
的
な
制
度
改
革
を
遂
げ
た
の
は
一
九
五

0
年
代
で
は
な
く
一
九
六
0
年
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
都
市
化
・
工
業
化
に
伴
う
人
口
移
動
と
高
度
成
長
が
福
祉
国
家
の
発

達
に
貢
献
し
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
一
九
五
0
年
代
の
社
会
保
障
の
発
達
の
遅
れ
は
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

高
度
成
長
期
に
入
っ
た
一
九
五
0
年
代
は
未
だ
に
農
業
政
策
が
強
調
さ
れ
て
い
た
時
代
で
、
そ
れ
が
反
面
、

工
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
発
達
を

抑
制
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

一
九
五
0
年
代
か
ら
一
九
六
0
年
代
の
中
頃
ま
で
の
政
治
に
お
い
て
、
左
派
の
社

民
党
と
共
産
党
が
対
立
し
て
い
た
こ
と
、
農
民
連
盟
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
こ
と
、
内
閣
が
短
命
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
高
度
成
長
期
で
あ
っ

た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
社
会
政
策
へ
の
投
資
が
十
分
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
経

済
成
長
期
で
あ
る
一
九
五
0
年
代
に
、
社
会
政
策
の
発
達
が
そ
れ
に
見
合
う
ほ
ど
進
展
し
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
左
派
が
内
部
対
立
で
弱
体

化
し
て
い
た
こ
と
と
、
農
業
人
口
の
影
響
力
が
未
だ
に
大
き
か
っ
た
こ
と
、
連
立
政
権
が
安
定
し
な
か
っ
た
等
の
政
治
的
状
況
が
存
在
し
た

(
幻
)

と
、
ア
レ
ス
タ
ロ
ら
は
指
摘
し
て
い
る
。

ア
レ
ス
タ
ロ
ら
に
よ
る
と
、
福
祉
国
家
の
形
成
は
、
国
家
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
社
会
的
行
動
で
あ
り
、
そ
の
主
役
と
な
る
の
は
政
党
で

あ
り
利
益
団
体
や
組
織
で
あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
他
の
西
欧
諸
国
と
比
べ
て
、
主
役
の
一
つ
で
あ
っ
た
農
民
連
盟
(
中
央
党
)

の
役
割
が
非
常
に
独
特
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第

一
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
工
業
化
が
比
較
的
遅
れ
て
始
ま
っ
た
た
め
、
こ
の
政
党
は
人
口

の
半
分
近
く
を
占
め
る
農
業
人
口
を
地
盤
と
し
て
い
た
の
で
、
多
大
な
影
響
力
が
あ
っ
た
。
次
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
政
党
は
中
道
政
党

で
あ
っ
た
た
め
、
議
会
に
お
け
る
勢
力
と
し
て
よ
り
も
、
連
立
政
権
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
い
、
影
響
力
を
行
使
し
た
こ



と
で
あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
政
策
に
は
農
民
連
盟
(
中
央
党
)

の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
農
民

連
盟
は
支
持
者
で
あ
る
小
規
模
農
業
従
事
者
の
た
め
に
、
普
遍
的
で
均
一
な
社
会
保
障
を
推
進
し
、
国
民
年
金
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
給
付

額
は
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
は
少
額
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
か
な
り
の
程
度
自
給
自
足
生
活
を
し
て
い
た
農
民
に
現
金

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

給
付
へ
の
道
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
住
宅
政
策
が
当
時
あ
ま
り
進
展
し
な
か
っ
た
要
因
は
、
こ
の
政
党
が
地
方
の
利
益
の
代

弁
者
で
あ
る
の
で
、
都
市
の
住
宅
建
設
計
画
に
さ
ほ
ど
関
心
を
抱
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
住
宅
建
設
そ
の
も
の
が
都
市
住
民
へ
の
所
得

(
H
H
)
 

移
転
な
の
で
、
地
方
の
人
口
が
都
市
に
移
動
す
る
刺
激
と
し
て
作
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
保
守
党
の
福
祉
国
家
の
建
設
に
お
け
る
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

S
-
テ
ィ

l
ホ
ネ
ン
は
、
公
的

責
任
に
お
け
る
社
会
政
策
の
執
行
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
民
主
党
の
目
標
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
保
守
政
党
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で

(
M
M
)
 

あ
っ
た
こ
と
は
戦
後
の
西
欧
諸
国
に
お
い
て
共
通
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、

J
・
ス
モ
ラ
ン
デ
ル
は
、
社
会
民
主
党
が
福
祉
国
家
建
設
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
と
異
な
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
に
お
い
て
は
政
党
聞
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
福
祉
国
家
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
保
守
政
党
で
あ

る
国
民
連
合
に
と
っ
て
は
、
連
立
政
権
に
参
加
す
る
た
め
に
も
社
会
政
策
を
容
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
ニ
ュ

l
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
徐
々
に
保
守
層
の
支
持
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
保
守
政
党
は
コ

ン
セ
ン
サ
ス
政
治
に
参
加
し
、
社
会
政
策
の
内
容
に
影
響
力
を
行
使
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
持
っ
て
い
た
。
国
民
連
合
が
そ
の
主
要

な
支
持
層
で
あ
る
都
市
の
中
流
階
層
の
利
益
を
代
表
し
、
社
会
民
主
党
と
協
力
し
て

一
九
六
0
年
代
に
行
わ
れ
た
社
会
保
険
制
度
の
設
立
に

力
を
注
い
だ
こ
と
は
、
そ
れ
を
実
証
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
保
守
党
は
、
中
流
階
級
が
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
な

っ
て
い
く
の
に
従
い
、

(
必
)

彼
ら
の
利
益
を
守
る
た
め
に
も
福
祉
国
家
の
政
策
を
支
持
し
た
。

こ
の
時
代
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
共
産
主
義
者
に
対
す
る
支
持
が
大
き
く
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
ス
モ
ラ
ン
デ
ル
は
、

北j去53(3・71)663



説

こ
の
社
会
の
不
安
定
さ
が
経
済
活
動
に
支
障
を
き
た
す
と
企
業

・
雇
用
主
側
が
恐
れ
た
こ
と
も
、
国
民
連
合
が
、
た
と
え
妥
協
を
せ
ざ
る
を

(
幻
)

得
な
く
と
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
政
治
に
参
加
す
る
道
を
選
ん
だ
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。

王子ふ
日間

政
策
決
定
に
お
け
る
労
働
組
合
の
役
割

労
働
組
合
は
、
す
で
に
戦
前
に
労
働
者
を
代
表
す
る
組
織
と
し
て
公
的
に
認
知
さ
れ
て
い
た
。
戦
時
中
は
労
働
組
合
と
雇
用
主
組
合
は
そ

れ
ま
で
の
対
立
を
解
消
し
、
と
も
に
政
府
に
協
力
し
て
国
防
に
務
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
労
働
組
合
は
、
そ
の
政
治
的
地
位
を
一
層
強
化

(
特
)

し
た
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
労
働
市
場
の
労
使
の
組
合
と
農
民
組
合
が
、
政
府
の
政
策
に
多
大
の
関
心
を
示
し
、
政
策
決
定
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
戦
時
中
の
非
常
事
態
、
つ
ま
り
国
会
の
決
定
に
よ
っ
て
政
府
が
、
労
働
賃
金
や
雇
用
、
農
業
製
品
の
価
格
お
よ
び
配
給
や
消
費
に

関
す
る
無
制
限
の
決
定
権
を
持
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
労
働
者
、
雇
用
主
や
労
働
従
事
者
の
死
活
に
か
か
わ
る

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
組
合
は
、
出
来
る
限
り
自
分
た
ち
の
利
益
に
引
き
つ
け
て
政
府
の
政
策
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
影
響
力
を
行
使
し
た
。

同
時
に
、
政
府
お
よ
び
政
党
も
こ
れ
ら
の
組
合
を
政
策
の
助
言
者
、
支
援
者
、
賛
成
者
と
し
て
取
り
込
む
よ
う
に
働
き
か
け
た
。
実
際
に
は
、

(ω) 

政
府
に
と
っ
て
は
、
労
使
双
方
、
特
に
労
働
組
合
の
中
央
組
織
の
協
力
が
、
生
産
の
維
持
と
労
働
力
の
確
保
に
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
O
年
に
政
府
の
働
き
か
け
で
、
労
使
双
方
は
戦
時
協
力
の
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
労
働
組
合
は
雇
用
主
組
合

(印
)

に
対
す
る
、
労
働
市
場
に
お
け
る
対
等
な
交
渉
相
手
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
労
働
行
政
に
お
い
て
労
働
組
合
の
協
力
は
不
可

欠
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
に
、
労
使
双
方
の
中
央
組
合
組
織
で
あ
る
∞
〉
穴
(
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
労
働
組
合
総
連
合
)
と

ω叶
穴
(
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

雇
用
主
組
合
総
連
合
)
は
、
戦
時
中
の
労
働
市
場
に
関
す
る
多
数
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
交
渉
せ
、
ざ
る
を
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得
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
労
使
双
方
の
中
央
組
合
組
織
(
総
連
合
)
が
、
次
第
に
労
働
市
場
の
交
渉
者
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
く
構
図

一
九
四
四
年
に
労
使
双
方
の
中
央
組
合
の
総
協
定
の
名
目
で
発
表
さ
れ
た
文
書
で
、
中
央
組
合
組
織
は
労
働
争
議
の

を
形
成
し
て
い
っ
た
。

最
高
位
の
解
決
者
と

い
う
地
位
を
確
認
し
た
。
同
時
に
、
労
働
組
合
も
雇
用
主
側
か
ら
正
当
な
交
渉
相
手
と
し
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

(
日
)

た
。
こ
れ
は
、
平
和
が
回
復
し
た
戦
後
に
お
い
て
も
労
使
の
交
渉
の
基
本
事
項
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

V
-
フ
l
ス
カ
は
、
戦
後
の
政
府
の
政
策
と
組
合
と
の
関
係
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
の
物
資
不
足
を
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

ば
な
ら
な
い
と
論
述
し
て
い
る
。
戦
後
の
復
興
期
に
お
け
る
物
資
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
国
会
が
政
府
に
多
大
な
権
限
を
与
え
た
結
果
、

労
使
組
合
は
自
由
に
給
料
に
つ
い
て
の
交
渉
を
行
い
、
決
定
す
る
権
利
を
失
っ
た
。
一
方
、
農
業
製
品
の
価
格
に
つ
い
て
も
農
業
生
産
者
は

発
言
権
を
持
ち
得
な
か
っ
た
。
政
府
は
、
給
料
、
農
業
製
品
の
価
格
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
物
価
、
料
金
、
家
賃
な
ど
に
つ
い
て
も
決
定

を
行
う
権
限
を
獲
得
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
本
来
な
ら
ば
、
国
民
や
国
民
の
組
織
が
決
定
す
べ
き
こ
と
が
政
府
の
政
策
で
取
り
扱
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
決
定
権
を
失
っ
た
組
合
組
織
は
、
政
治
活
動
を
強
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
に
圧
力
を
か
け
る
方
針
を
選

(
臼
)

択
し
、
圧
力
団
体
と
し
て
の
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

一
九
五
O
年
に
は
、
大
型
組
合
と
し
て
存
在
し
た
の
は
、
∞
〉
穴
(
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
労
働
者
組
合
総
連
合
)
、

ω寸
穴
(
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
雇
用

(日
)

主
組
合
総
連
合
)
、
豆
、コ内

(
農
業
生
産
者
組
合
総
連
合
)
の
三
組
織
の
み
で
あ
り
、
組
合
員
は
合
計
二
O
万
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

一
九
五

六
年
に
は
、
雇
用
者
側
が
物
価
の
上
昇
を
賃
上
げ
に
含
め
る
こ
と
を
拒
否
し
た
た
め
に
ゼ
ネ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。
三
週
間
続
い
た
ゼ
ネ
ス
ト

は
、
賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ
た
労
働
者
側
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
よ
う
に
見
え
た
が
、
実
際
は
、
物
価
は
そ
れ
を
上
回
っ
て
上
昇
し
た
の
で
実
収

(日
)

入
が
下
が
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
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一
九
五
O
年
末
か
ら
一
九
六
O
年
始
め
に
か
け
て
、
社
会
民
主
党
の
内
紛
の
た
め
に
、
∞
〉
穴
の
組
合
員
数
は
約
二
三
万
人
に
減
少
し
た
。

そ
の
た
め
最
高
時
に
四
O
万
人
を
組
織
し
た
冨
司
ハ
は
、

一
0
年
間
ほ
ど
最
大
の
組
合
と
し
て
君
臨
し
た
。
こ
の
こ
と
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社



説

(
日
)

会
で
農
業
人
口
の
利
益
の
実
現
化
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

労
働
市
場
の
組
合
組
織
化
は

一
九
六
0
年
代
末
か
ら
活
発
に
な
り
、
∞
〉
国
内
内
部
の

社
民
系
と
共
産
系
の
争
い
が
解
決
さ
れ
る
と
組
合
員
数
は
五
O
万
人
を
越
え
、

三る也
ロ岡

九
七

O
年
に
は
六
五
万
人
に
達
し
た
。
∞
〉
穴
の
他
に
も
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
で
あ
る
事

務
職
・
公
務
員
組
合
で
あ
る
吋
〈
戸
高
学
歴
系
の
労
働
組
合
連
合
で
あ
る
〉
穴
〉
〈
〉
、

技
術
系
労
働
組
合
総
連
合
の
∞
ゴ
穴
も
一
九
六
0
年
代
に
組
合
員
数
を
倍
増
し
、

九
七
0
年
代
に
も
組
織
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

一
九
八
0
年
代
に
な
る
と

ω〉
穴
の
組

合
員
数
は
百
万
人
に
達
し
た
が
、
他
方
、
冨
己
ハ
の
組
合
員
数
は
農
業
人
口
が
減
少
す

る
に
伴
い
縮
小
し
て
い
っ
た
。
給
与
労
働
者
の
組
合
の
力
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
雇
用

主
の
組
合
組
織
化
も
進
み
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
雇
用
主
組
合
の
戸
、
コ
ハ
が
産
業
構
造

の
変
化
と
共
に
拡
大
し
た
。
自
営
業
者
組
合
で
あ
る

ωペ
穴
戸
も

一
九
七
0
年
代
に
組

(
日
)

織
を
発
展
さ
せ
た
。

表
7
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

一
九
六
O
年
の
始
め
に
は
、
給
与
生
活
者
の
二
八
%
、

全
労
働
人
口
の
一
八
%
だ
け
し
か
組
合
組
織
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
八
年

に
は
給
与
所
得
者
に
対
す
る
組
合
組
織
化
率
が
九
O
%
近
く
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
に

一
九
八
0
年
代
末
に
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
他
の
北
欧
諸
国
同
様
に
、
世
界
で
も
っ
と

も
労
働
組
合
が
組
織
化
さ
れ
た
国
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

0
・
ボ
リ
は
、
組
合
が
高
度
に
組
織
化
し
た
こ
と
の
利
点
と
し
て
、
利
益
監
督
に
お

年代別労働組合組織率(57)

1960 

4446200 

2000 

5017000 

1988 

4954000 

1980 

4787800 

1970 

4598300 

表7

2650000 
53 

2546000 
51 

2260000 
47 

2167000 
47 

2128000 
48 

人口

労働人口

対人口比率(%)

2120000 
80 

2062000 
81 

1950000 
86 

1626000 
75 

1340000 
63 

給与所得者

対労働人口率(%)

1526000 1850000 1900000 
68 73 72 
78 90 89 

*2000年の数字は予測値
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け
る
結
束
の
強
化
、
交
渉
関
係
の
明
確
化
、
組
織
行
動
の
予
測
が
よ
り
可
能
に
な
っ
た
こ
と
、
組
合
と
そ
の
中
央
組
織
の
財
政
的
安
定
、
政

治
関
係
と
行
動
様
式
の
安
定
化
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
労
働
市
場
制
度
を
発
達
さ
せ
、
経
済
活
動
の
安
定
、
社
会
の
均
衡
と
発
達

フィンランド福祉国家における社会サーピスと高齢者政策 (2) 

を
促
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
一
九
七

0
年
代
の

O
加
の
り
諸
国
の
中
で
も
傑
出
し
た
経
済
成
長
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
も
た
ら
す
こ
と
に

貢
献
し
た
。
欠
点
と
し
て
、
ボ
リ
は
、
指
導
権
が
集
中
し
た
結
果
、
何
段
階
も
経
る
代
表
に
よ
る
権
力
の
行
使
が
、
中
央
組
織
の
官
僚
化
傾

向
に
拍
車
を
か
け
、
基
礎
組
合
員
の
現
場
、
お
よ
び
彼
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
や
活
動
か
ら
遊
離
し
て
し
ま
う
こ
と
、
そ
し
て
大
型
の
利
益
追

求
組
織
が
国
の
権
力
に
結
び
つ
い
て
し
ま
う
あ
ま
り
、
組
合
員
の
利
益
を
監
督
す
る
機
関
が
、
組
合
員
を
監
督
す
る
機
関
に
変
貌
し
て
い
く

(
臼
)

可
能
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

一
九
六
八
年
に
職
業
別
の
賃
金
契
約
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
か
ら
、
労
働
組
合
は
、
法
的
な
根
拠
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
社
会
の
公
的
な
決
定
機
関
の

一
部
と
し
て
の
機
能
を
獲
得
し
た
。
特
に
∞
〉
穴
は
一
九
七

0
年
代
か
ら
労
働

政
策
だ
け
で
な
く
、
社
会
政
策
全
体
に
組
合
の
見
解
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
労
働
組
合
は
、
こ
の
こ
ろ
労
働
条
件
の
改
善
、
完
全
雇

用
の
保
障
、
実
収
入
の
増
加
、
公
平
な
所
得
配
分
、
物
質
的
か
つ
教
育
的
平
等
の
実
現
等
、
す
べ
て
の
社
会
活
動
お
よ
び
経
済
活
動
分
野
に

(
臼
)

お
い
て
も
、
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
圧
力
団
体
で
あ
り
、
か
つ
利
益
追
求
組
織
と
し
て
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

労
働
市
場
の
組
織
が
行
政
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
増
加
し
た
理
由
は
、
た
だ
単
に
公
的
セ
ク
タ
ー
の
組
織
が
拡
大
し
た
た
め
で
は
な
く
、

公
的
セ
ク
タ
ー
の
行
政
事
務
が
継
続
的
に
増
加
し
た
の
で
、
新
し
い
解
決
方
法
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
、
所
得
政
策
に
お
い
て
双
方
の
代
表

を
準
備
段
階
か
ら
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
駄
な
対
立
を
避
け
、
結
果
の
承
認
を
容
易
に
す
る
と
い
う
手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
、
ボ
リ
は
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ウ
ル
ホ

・
ケ
ッ
コ
ネ
ン
大
統
領
の
任
期
の
最
後
の

一
O
年
の
聞
に
国
の
儀

典
様
式
の
変
更
が
あ
り
、
労
働
市
場
の
指
導
者
達
も
、
閣
僚
お
よ
び
上
級
官
僚
と
と
も
に
大
統
領
の
公
式
訪
問
に
参
ノ
加
す
る
こ
と
が
慣
習
と

(ω) 

な
っ
た
の
で
あ
る
。

北法53(3・75)667



説
ラι、
日同

1980 

82 
554 
117 
31 
84 

1975 

50 
370 
71 
29 

58 

-
J
1
i
n
u
n
U
4
・
1
A

円
代

-
q
d
o
d
q
J
t
i
q
J

g
一
I

守
}
ム

中央8組合の行政参加(臼)

1955 1960 

5 10 
56 65 
10 11 

6 8 
14 21 

表8

-】
一

0
0
ζ
d
q
d
nU
ウ

t

計
九
一

1ム

1ム
1
A
1
i

ワ
ω

引一

l

マ
』
ム
『

1950 

2 
47 
4 

1945 

2 
36 
3 

10 

105 

83 

78 

63 

40 
13 

38 
9 

35 
22 

11 

6 

22 
4 

30 

伝統的な国の事務

社会政策

教育政策

インフラ

農業

経済・生産

一工業

一物価・給与政策

111 
97 

労
働
市
場
の
組
織
が
、
国
の
行
政
や
公
式
な
会
合
に
参
加
す
る
回
数
の
増
加
は
、

の
中
頃
ま
で
非
常
に
顕
著
だ
っ
た
。
内
閣
の
設
置
す
る
委
員
会
に
も
労
使
組
合
は
参
加
す
る
よ
う

一
九
八
O
年

北法53(3・76)668

1076 766 

に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
国
の
法
制
定
の
委
員
会
に
お
い
て
、
労
使
組
合
の
代
表
が
出
席
し
て
い

な
か

っ
た
の
は
、

一
九
六
五
年
に
は

一
八
・
六
%
で
あ
り
、

一
九
七
五
年
に
お
い
て
は

一
五

・
七

427 

%
の
み
で
あ
っ
た
。
労
働
組
合
の
代
表
が
委
員
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
委
員
会
は

一
九
七
五

(
引
)

年
に
は
三
六
・
七
%
に
も
達
し
た
。

242 

表
8
は
、
国
の
事
務
の
五
部
門
の
企
画
、
準
備
な
ど
に
、

八
つ
の
代
表
的
な
労
使
中
央
組
織
、

162 

す
な
わ
ち
ま
戸
寸
〈
-
P
〉

E
2・
∞
ゴ
戸

ω月
日

戸

己

p-
雪
国
内
の
中
央
連
合
代
表
が
参
加

し
た
回
数
を
示
し
て
い
る
。
五
部
門
と
は
、
伝
統
的
な
国
の
事
務
(
司
法
、
国
防
、
外
交
、
国
の

上
級
機
関
や
規
則
に
関
す
る
こ
と
)
、
社
会
政
策
、
教
育
行
政
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
(
運
輸
、
情
報、

148 92 

研
究
開
発
)
、
財
政
と
産
業
(
農
業
、
産
業
、
物
価
と
給
与
政
策
)
を
指
す
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、

組
合
代
表
は
、
社
会
政
策
と
給
与
政
策
に
特
別
な
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
。
特

86 

に
、
社
会
政
策
は
組
合
代
表
の
参
加
回
数
総
計
の
半
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
政

策
が
彼
ら
の
存
在
理
由
の
根
源
で
あ
り
、
福
祉
国
家
の
発
達
と
社
会
政
策
は
、
労
使
組
合
、
特
に

(
臼
)

労
働
組
合
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

公
共
セ
ク
タ
ー
の
拡
大
と
女
性
の
参
加

合計



そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
北
欧
型
福
祉
国
家
の
発
達
と
、
公
的
セ
ク
タ
ー
の
拡
大
の
関
係
、
お
よ
び
女
性
の
労
働
参
加
に
つ
い
て
の
検
討
に
移

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

槌一

7
7
3

}

一

-

-

-

HU-
-

l

Fb 

i

一
一nノ
“

ηぺ
d

労働人口における公的セクターの割合(%)(似

1980 

17.8 

30.7 

6.7 

1985 

20.3 

33. 1 

6.4 

1975 

14.6 

25.5 

6.5 

1970 

11. 8 
20.6 

5.8 

表9

国

フィンラン ド

スウェーデン

日本

ろ、っ
。
北
欧
諸
国
の
公
的
セ
ク
タ
ー
は
、
世
界
的
に
み
て
も
大
き
い
規
模
を
有
し
て
い
る
。
北
駄
で
は

一
九
六
0
年
代
と

一

九
七
0
年
代
に
公
的
セ
ク
タ
ー
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
を
例
に
と
る
と
、

一
九
六
0
年
代
に
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
公
的
セ
ク
タ
ー
の
労
働
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
英
国
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
よ
り
も
明
ら
か
に
小
さ

か
っ
た
が
、

一
九
七
0
年
代
に
な
る
と
西
欧
先
進
国
で
最
大
の
公
的
セ
ク
タ
ー
を
誇
る
よ
う
に
な
っ
た
。
デ
ン
マ

ー
ク

で
も
、

一
九
八
0
年
代
末
に
は
労
働
人
口
の
約
三
分
の

一
が
公
的
セ
ク
タ
ー
に
従
事
し
て
い

給与所得者における公的セクターの割合(67)

全公的セクター(96) 国(%) 自治体(%)

24.8 12.6 8.4 

27.8 13.3 10.3 

27. 1 11. 3 11. 7 

30.2 12.0 l4.2 

35.5 12.2 18.2 

表10

1950 

1960 

1970 

1975 

1980 

る
。
北
欧
諸
国
間
で
も
公
的
セ
ク
タ
ー
の
発
達
の
時
期
に
は
差
が
あ
り
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と

デ
ン
マ
ー
ク
が

一
九
六
0
年
代
と

一
九
七
0
年
代
に
拡
大
し
た
の
に
対
し
て
、

(ω) 

と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は

一
九
八
0
年
代
に
顕
著
で
あ
っ
た
。

ノ
ル
ウ
ェ

ー

M
・
ヴ
ィ
レ
ン
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
公
的
セ
ク
タ
ー
の
規
模
は
、
。
思
U
U
諸
国
の
中
で

(
臼
)

は
最
上
位
で
は
な
い
が
、
戦
後
か
ら

一
九
九
O
年
ま
で
拡
大
を
続
け
た
と
述
べ
て
い
る
。
表

9
は、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

フ
ィ
ン
-
フ
ン
hp
、

日
本
の

一
九
六
O
年
か
ら

一
九
八
八
年
間
の
公

的
セ
ク
タ
ー
の
労
働
人
口
に
占
め
る
割
合
を
示
し
て
い
る
。

一
九
八
八
年
に
お
け
る
ス

ウ
ェ

l
デ
ン
の
公
的
セ
ク
タ
ー
の
割
合
は
日
本
の
約
五
倍
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
日
本
の
約

北法53(3・77)669

三

・
五
倍
に
相
当
す
る
。

表
凶
は
、
給
与
所
得
者
に
お
け
る
公
的
セ
ク
タ
ー
の
割
合
が
、
戦
後
の
復
興
、
福
祉
国
家

の
建
設
期
を
通
し
て
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
す
で
に



説

一
九
六

一
年
に
国
家
公
務
員
数
は
約
八
万
人
を
記
録
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
国
の
被
用
者
は

一
O
万
人
に
達
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は

当
時
の
労
働
人
口
の
一

O
%
、
給
与
所
得
者
の
七
分
の

一
に
相
当
し
た
。
こ
う
し
て
、
公
務
員
も
給
与
労
働
者
と
し
て
、
労
働
市
場
に
お
い

(
俗
)

て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヵ
リ
ス
ト
ら
は
、
一
般
に
、
公
的
セ
ク
タ
ー
は
民
間
セ
ク
タ
ー
の
競
争
相
手
と
し
て
認
識
さ
れ
、

そ
の
拡
大
は
抵
抗
を
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
連
立
政
権
に
よ
る

(ω) 

政
治
の
安
定
が
公
的
セ
ク
タ
ー
の
拡
大
を
容
易
に
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
戦
後
の
公
的
セ
ク

吾£為

自問

タ
l
の
拡
大
は
、
福
祉
国
家
の
発
達
に
連
動
し
て
進
展
し
て
い
っ
た
。
公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る

社
会
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
は
公
務
員
数
の
増
加
に
他
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

R
・
ヘ
ェ
ル
ツ
ペ
ら
は
、
表
口
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
公
的
セ
ク
タ
ー
の

一
般
行
政
事

務
費
と
国
防
費
は
経
済
成
長
に
見
合
う
成
長
を
し
て
お
ら
ず
、
公
共
投
資
は

一
九
六
0
年
代
か
(
れ
)

ら
減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
教
育
、
保
健
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
家
族
の
生
活
水
準
は
、
夫
婦
共
働
き
を
前
提
と
し
て
い
る
。
公
的
な
社
会

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
と
、
女
性
の
給
与
労
働
参
加
の
普
及
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
戦
後
の
公
共
セ
ク
タ
ー
の
拡
大
は
、
前
述
し
た
と
お
り
特
に
教
育
、
保
健
、
社
会
サ
l
ピ

ス
な
ど
の
分
野
に
集
中
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
野
は
女
性
中
心
の
労
働
分
野
で
あ
っ

た
。
女
性
が
労
働
参
加
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
公
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大

が
重
要
で
あ
り
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
が
、
ま
た
、
職
を
求
め
る
女
性
に
労
働
参
ノ
加
の
機
会

を
提
供
し
た
の
で
あ
っ
た
。

表
ロ
に
よ
る
と
、
女
性
の
労
働
力
に
占
め
る
割
合
は
、
女
性
の
国
政
参
/
加
の
割
合
に
確
実
に

公的セクターの用途別消費支出の対GDP市場価格(%)(70) 表11

北法53(3.78)670

1990 

4.4 

1.4 
6.0 

4.7 

3.5 

1.1 

21. 1 
286 

29 

1980 

4. 1 

1.4 
5.4 

3.9 

2.3 

1.0 
18.1 

200 

25 

1970 

3.8 

1.5 

4.8 

3.6 

1.3 
0.9 

15.9 

136 

20 

1960 

3.0 

1.4 
4.0 

2.2 
1.1 

0.9 

12.6 

78 

16 

1950 

3.4 

1.5 

2.9 

1.7 

1.1 

1.0 
11. 6 
52 

16 

一般行政

国防

教育

保健

社会サービス

運輸交通

公共消費

計(1964=100)

公共消費

全消費中%



反
映
し
て
い
る
。
女
性
の
労
働
力
に
占
め
る
割
合
は
、

一
九
五
O
年
の
四

一
%
か
ら
一
九
九
O
年
に
は
四
九
%
に
増
加

し
て
い
る
。
女
性
国
会
議
員
数
は
、

一
九
五
O
年
に
は
一
五
%
、

(η) 

と
い
う
よ
う
に
確
実
に
増
加
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、

二
0
0
0
年
に
は
、
女
性
国
会
議
員
数
は
三
七
%
に
達
し
て
お

り
、
史
上
初
の
女
性
大
統
領
が
誕
生
し
て
い
る
。

一
九
七
O
年
に
二
二
%、

一
九
九
O
年
に
三
二
%
人

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

こ
の
よ
う
に
、
女
性
が
労
働
市
場
に
積
極
的
に
参
加
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
女
性
の
政
治
参
加
が
増

加
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
女
性
は
政
策
決
定
者
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
と
拡
大

を
促
進
し
た
。
そ
れ
は
、
女
性
が
、
生
活
に
か
か
わ
る
政
策
は
国
家
に
関
わ
る
政
策
と
同
等
な
重
み
を
持
つ
こ
と
を
、

生
活
者
と
し
て
熟
知
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
節

社
会
政
策
理
論
の
変
遷

こ
れ
ま
で
に
、
福
祉
国
家
形
成
を
め
ぐ
る
諸
要
因
を
検
討
し
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
戦
後
の
復
興
期
で
あ
っ
た
一

九
五

0
年
代
、
そ
し
て
特
に

一
九
六
0
年
代
か
ら
一
九
七
0
年
代
に
か
け
て
急
激
な
都
市
化
・
工
業
化
が
起
こ
り
、
そ
の
移

行
を
促
進
す
る
た
め
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
国
家
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
理
解
し
た
。
都
市
化
・
工
業
化
が
も
た
ら

で
は
、
そ
の
社
会

し
た
社
会
的
問
題
の
解
決
が
社
会
政
策
の
目
標
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
福
祉
国
家
の
建
設
で
あ
っ
た
。

政
策
の
理
論
と
は
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
社
会
保
障
、
と
り
わ
け
社
会
福
祉
と
社
会

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
福
祉
国
家
建
設
期
当
時
に
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

(
九
)

こ
こ
で
は

P
ー
L
-
ラ
ウ
ハ
ラ
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、

一
九
六
0
年
代
か
ら
一

九
七
0
年
代
の
社
会
政
策
の
理
論

労働力と国会議員における女性の割合間

1970 

66 

42 
22 

表12
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1990 

67 

49 
32 

1960 

62 

39 
14 

1950 

63 
41 

15 

労働人口の割合(%)

労働力における女性の割合(%)

女性国会議員の割合(%)



説

を
検
討
す
る
。
と
り
あ
げ
る
理
論
は
、

V
-
ピ
l
ラ
イ
ネ
ン
、
R
・
ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン

H
・
ヴ
ア
リ
ス
、

A
・
ニ
エ
ミ
ネ
ン
、

p
・
ク
l
シ、

ク
l
シ
の
理
論
は
、
福
祉
国
家

コ!

日間

の
理
論
で
あ
る
。
彼
ら
の
著
書
は
当
時
の
社
会
政
策
研
究
の
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、

(
万
)

形
成
期
の
国
の
社
会
政
策
の
理
論
的
支
柱
の
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
者
の
代
表
的
著
書
か
ら
、
彼
ら
の
福
祉
国
家
形
成
期
に
お

け
る
社
会
政
策
理
論
を
検
討
し
、
特
に
社
会
保
障
、
社
会
福
祉
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
考
え
を
理
解
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
行
え

ば
、
戦
後
の
福
祉
国
家
形
成
期
が
抱
え
て
い
た
諸
問
題
が
よ
り
鮮
明
に
な
り
、
さ
ら
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
福
祉
国
家
の
基
本
理
念
の
形
成
と

変
遷
に
つ
い
て
把
握
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

ア
ル
マ
ス
・
ニ
エ
ミ
ネ
ン
の
理
論

社
会
政
策
の
研
究
者
で
あ
り
、
社
会
学
単
科
大
学
学
長
(
タ
ン
ペ
レ
総
合
大
学
の
前
身
)
職
を
務
め
た
ニ
エ
ミ
ネ
ン
の
一
九
五
五
年
(
初

版
)
の
著
書
「
社
会
政
策
と
は
何
か
?
(
富
岡円E
S
S
E包
号
。
]
同
円
安
宮
叶
)
」
か
ら
、
彼
の
社
会
政
策
に
つ
い
て
の
考
え
を
観
察
し
て
み
よ
う
。

ニ
エ
ミ
ネ
ン
は
、
社
会
政
策
(
目

S
E--宮
口
円
安
宮
)

は
ド
イ
ツ
と
北
欧
で
発
達
し
た
科
学
で
あ
り
、
広
義
の
社
会
的
政
策
(
目
。
∞

HE--ロ
g

匂

O
E
E存
P
ま
た
は
ち
豆
∞
E
E
8
0
E
F
E
)
の

一
部
を
指
す
と
し
て
い
る
。
ニ
エ
ミ
ネ
ン
に
よ
る
と
、
広
義
の
社
会
政
策
と
は
「
社
会
の
状

態
を
望
む
べ
き
方
向
に
開
発
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
人
間
の
基
本
的
充
足
に
関
与
す
る
分
野
と
し
て
経
済

(花
)

政
策
、
保
健
政
策
、
文
化
政
策
等
を
挙
て
い
る
。

社
会
政
策
は
、
社
会
的
な
視
点
を
持
つ
広
義
の
社
会
政
策
の

一
分
野
で
あ
る
。
社
会
的
視
点
と
は
、
人
間
の
集
団
、
家
族
及
び
個
人
の
直

接
的
な
利
益
の
観
点
か
ら
す
べ
て
の
社
会
的
事
業
を
考
察
す
る
こ
と
を
い
う
。
ニ
エ
ミ
ネ
ン
は
、
近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
社

会
政
策
は
歴
史
上
、
何
ら
か
の
形
態
で
少
な
く
と
も
あ
る
程
度
は
実
行
さ
れ
て
き
て
い
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
八
七
0
年
代
以
後
の

北法53(3・80)672



ド
イ
ツ
お
よ
び
北
欧
で
は
、
社
会
政
策
を
急
速
な
工
業
化
の
影
響
で
悪
化
し
て
い
た
労
働
者
階
級
の
社
会
的
地
位
を
、
特
に
経
済
的
か
つ
健

康
面
で
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
の
政
策
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

一
九
0
0
年
代
に
な
る
と
、
社
会
政
策

は
、
社
会
的
状
況
の
変
化
お
よ
び
戦
争
、
経
済
不
況
、
そ
の
他
の
社
会
に
と
っ
て
弊
害
と
な
る
要
因
に
伴
っ
て
変
貌
し
て
き
た
。
民
主
主
義

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
労
働
人
口
は
よ
り
多
く
の
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
労
働
運
動
は
階
級
闘
争
的
な
性
格
か
ら
議
会
民
主
主
義
的

な
改
革
政
策
の
方
向
に
移
行
し
、
社
会
政
策
も
、
階
級
聞
の
生
活
水
準
や
生
活
習
慣
の
差
が
減
少
す
る
に
つ
れ
て
、
階
級
間
対
立
の
解
消
と

い
う
意
義
を
失
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
社
会
の
各
層
間
の
生
活
状
態
の
均
衡
化
が
社
会
政
策
の
目
標
と
な
り
、
社
会
政
策
は
社
会

(η
)
 

階
級
に
関
す
る
政
策
か
ら
社
会
福
祉
政
策
へ
と
発
展
し
た
。

社
会
政
策
の
取
り
扱
う
対
象
領
域
は
も
は
や
社
会
階
級
に
よ
り
生
じ
る
問
題
で
は
な
く
、
人
々
が
生
活
す
る
社
会
状
況
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
人
々
が
ど
の
社
会
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
か
は
問
題
で
は
な
く
、
生
活
水
準
の
劣
化
、
快
適
さ
(
〈
吾
々
ミ
ヨ
)
の
低
下

な
ど
、
人
々
を
襲
う
社
会
の
リ
ス
ク
に
た
い
す
る
対
策
を
実
現
化
す
る
の
が
社
会
政
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
福
祉
国
家

(F
3
E
S
E
-〈色
t
o
)

と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
、
国
家
の
制
度
と
し
て
の
社
会
政
策
の
理
念
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
な
か
の
グ
ル

i

プ
の
み
な
ら
ず
個
人
に
さ
え
も
、
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
程
度
に
、
そ
の
国
の
物
質
的
、
お
よ
び
文
化
の
向
上
に
よ
っ
て
産
み
出
さ
れ
る
発

展
の
恩
恵
の
一
部
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
欧
諸
国
の
社
会
政
策
は
そ
の
根

(
花
)

キ
リ
ス
ト
教
的
、
民
主
主
義
的
色
彩
を
帯
び
て
い
た
。

底
に
人
道
的
、

以
上
の
認
識
を
踏
ま
え
た
上
で
、

(
乃
)

ニ
エ
ミ
ネ
ン
は
、
社
会
政
策
の
定
義
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
社
会
政
策
と
は
、
異
な
る
杜

会
グ
ル
ー
プ
や
家
族
お
よ
び
個
人
に
対
し
て
、
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
生
活
水
準
、
社
会
的
安
全
と
快
適
さ
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る

努
力
と
行
動
を
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
。
」

社
会
政
策
の
制
度
と
し
て
ニ
エ
ミ
ネ
ン
は
、
(
二
労
働
政
策
、
(
二
)
労
働
市
場
政
策
、

2
3
異
な
る
社
会
グ
ル
ー
プ
聞
の
所
得
、
支

北法53(3・81)673 



説

出
、
財
産
の
均
衡
化
を
計
る
経
済
政
策
、
(
四
)
社
会
保
障
政
策
、
(
五
)
住
宅
政
策
、
(
六
)
保
健
・
疾
病
ケ
ア
、
(
七
)
飲
酒
政
策
と
禁
酒

ケ
ア
、
(
八
)
入
植
ケ
ア
、
を
基
本
制
度
と
し
て
提
案
し
て
い
る
。
社
会
保
障
政
策
に
つ
い
て
は
、
ニ
エ
ミ
ネ
ン
は
社
会
保
険
、
社
会
給
付
、

(
初
)

社
会
福
祉
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
が
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
そ
の
範
曙
に
入
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ラ
ウ
ハ
ラ
が
指
摘
す

北法53(3・82)674

30ι 
ロ間

る
よ
、
つ
に
、

(
目
。
包
窓
口
宮
-
5
Z
H
8
2色

8
2
5
2
)
を
英
語
か
ら
の
訳
語
と
し
て
二
度
ほ
ど
記
述
し
て
お

(幻
)

(
』
ロ

E
包
田
宮

-gzz
s
H唱
zz-n
∞
g
i
g∞
)
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

ニ
エ
ミ
ネ
ン
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス

り
、
社
会
保
障
政
策
と
関
連
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス

ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
は
、
社
会
政
策
に
つ
い
て
の
ニ
エ
ミ
ネ
ン
の
定
義
に
つ
い
て
、
従
来
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
二
つ
の
新
し
い
考
え
方

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
各
々
の
社
会
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
・
経
済
的
立
場
に
か
か
わ
り
な
く
、
社
会
政

策
の
対
象
と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
ニ
エ
ミ
ネ
ン
が
生
活
水
準
や
社
会
的
安
全
の
他
に
人
々
の
快
適
さ
に
言
及
し

(幻
)

て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会
政
策
の
範
囲
が
明
ら
か
に
人
々
の
精
神
的
な
ニ

l
ズ
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

ニ
エ
ミ
ネ
ン
は
、

一
九
五
九
年
に
「
自
己
F
Hと
〉
(
介
護
者
)
」
誌
上
で
芝
〈

S
S
E
-
z
m
R
R何
喝
さ
色

hgsmH福
祉
・
し
あ
わ
せ
)
に

つ
い
て
の
解
釈
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「最
大
限
に
考
え
れ
ば
、
社
会
に
適
応
す
る
こ
と
、
快
適
さ
、
満
足
さ
や
幸
福
を
意
味
し
、
こ

れ
は
経
済
的
な
充
足
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
・
精
神
的
な
充
足
も
含
ま
れ
る
。」
と
し
、
「
物
質
的
な
生
活
水
準
は
、
今
後
の
数
十
年
の
聞
に

過
去
何
百
年
分
も
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
あ
わ
せ

(}岡山ミヨ〈
O
B巳
)

の
達
成
に
は
大
き
な
障
害
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
選
択
の
問
題
、
行

動
力
の
維
持
の
問
題
、
人
生
の
快
楽
の
問
題
で
あ
る
。
」
と
続
け
て
い
る
。
最
後
に
、

社
会
の
行
う
政
策
だ
け
で
は
実
現
し
な
い
。
そ
れ
に
は
福
祉
国
家
の
発
達
の
方
向
、
世
界
観
、
宗
教
観
を
左
右
す
る
力
の
支
援
が
必
要
な
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
人
間
に
所
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
福
祉
国
家
と
い
う
も
の
は
、
も
と
も
と
人
間
の
す
べ
て
の
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
な

(お
)

の
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

ニ
エ
ミ
ネ
ン
は
、
「
福
祉
国
家
の
最
終
目
標
は
、
国
と

ニ
エ
ミ
ネ
ン
は
、
人
間
に
は
経
済
的
な
充
足
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
的
、
社
会
的
な
充
足
が
必
要
で
あ
る
い
う
前
提
に
立
ち
、
そ
れ
ら
も



福
祉
の
内
容
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
福
祉
国
家
を
実
現
す
る
に
は
経
済
政
策
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
で
ニ
エ
ミ
ネ
ン
の
考
え
方
は
、
経
済
成
長
に
重
点
を
置
き
、
生
活
水
準
の
向
上
と
所
得
移
転
を
国
民
の
し
あ
わ
せ
と
し
た
ク

l
シ
の

社
会
政
策
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
ラ
ウ
ハ
ラ
は
、

ニ
エ
ミ
ネ
ン
は
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
独
立
し
た
分
野
と
し
て
社
会
政
策
に
入
れ
て
い
な
い
が
、
人
々
の
快
適
さ
や
満

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

足
度
等
、
経
済
的
な
も
の
で
な
い
も
の
の
充
足
に
つ
い
て
何
度
も
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
社
会
政
策
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
社
会

(
例
)

サ
ー
ビ
ス
の
概
念
を
含
ん
で
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。

ベ
ツ
カ
・
ク
l
シ
の
理
論

一
九
六
一
年
に
出
版
さ
れ
た
ク
l
シ
の

「六
0
年
代
の
社
会
政
策

(ao
-
-
5
5
S
E
E
-
-
3
E
-
r
E)」
に
つ
い
て
は
、
彼
の
師
で
あ
り
、

社
会
政
策
学
会
会
長
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
リ
ス
が
、
こ
の
著
書
に
寄
せ
た
序
文
の
中
で
、
ク

l
シ
の
社
会
政
策
計
画
を
英
国
の
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
報

(

お

)

(

鉛

)

告
に
並
ぶ
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
「
ク

l
シ
の
著
書
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。
国
会
議
員
達
で
さ
え
も
読
ん
だ
の
だ
か
ら
o
」
と
フ
ィ
ン
ラ
ン

(
幻
)

の
書
記
長
が
評
価
し
、
保
守
政
党
側
か
ら
も
比
較
的
肯
定
的
に
迎
え
ら
れ
た
「
六
0
年
代
の
社
会
政
策
」
は

ド
労
働
組
合
総
連
合
(
∞
〉
穴
)

一
九
六
八
年
ま
で
に
五
版
を
重
ね
、
社
会
政
策
の
研
究
室
回
と
し
て
は
、
驚
異
的
に
一
四
、
五
O
O
O
冊
も
出
版
さ
れ
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
政
策
お
よ
び
社
会
政
策
の
研
究
者
で
あ
っ
た
ク
l
シ
は
、
社
会
民
主
党
か
ら
国
会
議
員
に
転
身
し
、
選
出
さ
れ
る
と
社
会
保

(
〉
戸
田
ハ
。
)

健
大
臣
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
ア
ル
コ
ー
ル
専
売
公
社
ア
ル
コ

の
総
裁
と
な
る
経
歴
を
持
つ
。

A
・
ニ
エ
ミ
ネ
ン
と
同
様
に
、

ク
l
シ
は
、
著
書
「
六
0
年
代
の
社
会
政
策
」
に
お
い
て
、

一
九
六
0
年
代
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
政

策
(
凹
O包
窓
口
℃

O
E
E存
釦
)
を
広
義
の
社
会
政
策
(
可
z
g
r
E
S
o
-
-
E
r
w白
)

の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
社
会
政
策
が
直
面
す
る
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説

問
題
、
そ
の
経
済
成
長
期
の
社
会
に
お
け
る
役
割
、
所
得
移
転
、
国
の
社
会
政
策
計
画
に
つ
い
て
論
述
し
、
さ
ら
に

一
九
六
0
年
代
の
社
会

北法53(3・84)676

政
策
の
現
状
と
そ
の
開
発
に
つ
い
て
、
社
会
政
策
が
包
括
す
る
六
の
分
野
(
労
働
政
策
、
住
宅
政
策
、
家
族
政
策
、
高
齢
・
労
働
能
力
喪
失

自命

に
関
わ
る
政
策
、
保
健
政
策
、
社
会
福
祉
)
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
、
最
後
に
財
政
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
ク

l
シ
は
、
民
主
主
義
国

家
に
お
け
る
広
義
の
社
会
政
策

Q
z
g
E
E
8
0
E
E
r
E
)
の
最
終
目
標
は
「
国
民
に
と
っ
て
最
善
で
あ
る
こ
と
(
片

g
g
E∞
gHURB)」
と

宣
言
し
、
「
個
人
が
社
会
の
原
動
力
で
あ
り
、
国
民
が
国
の
行
動
の
基
本
方
針
を
定
め
る
。
社
会
政
策
(
目
。
田
区
間

E
3
-
E英
国
)
と
は
、
も
と

も
と
弱
い
個
人
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
個
人
が
社
会
活
動
の
目
標
で
あ
り
基
準
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
社
会
政
策
(
可

z
g
E
2
8。
]
E
F

(∞
∞) 

E)
は
社
会
政
策
(
∞
2
5白
-eo--ErE)
的
基
盤
上
に
建
設
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
主
張
し
た
。

ク
l
シ
は
、
国
民
所
得
の
増
加
、
す
な
わ
ち
生
活
水
準
の
向
上
が
社
会
政
策

Q
Z
g
E
2
8
0
-
z
r
E
)
の
目
標
で
あ
り
、
国
民
に
と
っ

(
約
)

て
最
善
の
も
の
と
一
致
す
る
と
断
言
し
て
い
る
。
当
時
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
が
緊
急
に
必
要
と
す
る
も
の
は
経
済
成
長
で
あ
り
、
経
済
成
長

に
よ
っ
て
一
人
一
人
の
国
民
の
生
活
水
準
が
向
上
す
る
と
ク
l
シ
は
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
、
普
遍
的
な
、
人
聞
を
中
心
に
そ
な
え
る
社
会

政
策
を
目
指
す
と
い
う
よ
り
も
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
民
を
中
心
に
据
え
て
、
国
民
経
済
の
成
長
と
国
民
所
得
の
均
衡
化
が
国
民
に
最
善
な
も

(ω) 

の
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
、
つ
に
、

ク
l
シ
の
主
張
は
ま
さ
し
く
一
九
六
0
年
代
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
的
確
に
と
ら
え
、
国
の
直
面
す
る
問
題
へ
の
解
決
策
を

提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
代
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
描
写
す
る
彼
の
言
葉
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
合
衆
国
に
比
較
し
て
低
い
状
態
に
あ
る
。
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
、

移
民
に
よ
っ
て
国
民
を
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
し
か
も
農
業
人
口
は
三
五
万
人
も
過
剰
で
あ
る
。

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
消
費
生
活
水
準
は
、

一
九
六
0
年
代
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
杜

の
使
命
は
経
済
成
長
に
あ
る
。
経
済
成
長
の
鍵
は
工
業
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
裕
福
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ソ
連
の
聞
に
位
置

す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
宿
命
で
あ
る
。
経
済
成
長
の
条
件
と
し
て
、
農
業
人
口
を
工
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
戦
後

会
政
策
(
広
義
)



の
大
人
口
世
代
(
ベ
ビ

l
ブ
l
ム
世
代
を
指
す
)
の
雇
用
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
人
口
の
移
転
に
見
合
う
生
産
構
造
確
保
の

た
め
の
基
本
的
な
前
提
が
社
会
政
策
の
開
発
で
あ
る
。
所
得
消
失
の
補
償
と
個
人
の
消
費
水
準
の
保
障
は
、
社
会
政
策
に
よ
っ
て
労
働
人
口

の
大
多
数
が
定
期
的
な
所
得
を
得
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
所
得
移
転
が
可
能
に
な
っ
た
時
に
ま
さ
に
制
度
的
、
技
術
的
に
実

(
引
)

現
さ
れ
る
。
」

そ
れ
で
は
、

ク
l
シ
は
社
会
福
祉
と
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ラ
ウ
ハ
ラ
は
、

ク
l
シ

フィンランド福祉国家における社会サービス と高齢者政策 (2) 

が
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
著
書
で
特
別
に
議
論
は
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
社
会
福
祉
(
印
g
-
S
E
Y
E
-
S
)
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
と

(位
)

い
う
用
語
を
少
な
か
ら
ず
用
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
児
童
福
祉
に
お
い
て
も
児
童
手
当
、
母
親
手
当
な
ど
に
つ
い
て

は
強
調
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
保
育
ケ
ア
に
つ
い
て
は
特
に
記
載
が
な
い
う
え
、
高
齢
者
ケ
ア
に
つ
い
て
も
所
得
保
障
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
る
。

A
-
カ
リ
ス
ト
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
は
ク

l
シ
の
掲
げ
る
新
時
代
の
社
会
政
策
と
は
、
工
業
化
の
問
題
と
所
得

(
川
町

)

保
障
に
重
点
が
置
か
れ
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
殆
ど
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
ク

l
シ
の
描
く
社
会
福
祉

は
、
基
本
的
に
は
福
祉
そ
の
も
の
が
不
必
要
に
な
る
よ
う
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
福
祉
と
は
、
個
人
単
位
で
、

一
時
的
に
、
か
つ
予
防
的
な
内
容
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
、
保
健
政
策
と
同
じ
よ
う
に
全
国
民
を
対
象
と
す
べ

(
川
出

)

き
だ
と
ク
l
シ
は
述
べ
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
、

ク
l
シ
は
、

一
九
六
0
年
代
の
社
会
福
祉
の
開
発
の
展
望
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
は
国
民
に
身
近
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
住
民
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
利
用
で
き
る
こ
と
が
、
福
祉
が
予
防
的
役
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割
を
果
た
す
た
め
の
必
要
条
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

一
九
六
0
年
代
の
社
会
福
祉
の
課
題
と
し
て
、

ク
l
シ
は
、
解
決
す
る
べ
き
重

要
な
問
題
が
二
つ
あ
る
と
し
て
い
る
。

一
つ
は
、
福
祉
の
対
象
と
な
る
人
た
ち
の
範
囲
が
広
が
り
、
特
に
精
神
病
患
者
な
ど
で
は
、
個
人
的

な
不
適
合
性
に
か
な
り
の
程
度
依
拠
す
る
の
で
、

専
門
性
を
要
す
る
援
助
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

ク



説

シ
は
、
社
会
福
祉
の
職
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
社
会
福
祉
は
保
健
行
政
、
教
育
行

政
、
労
働
市
場
と
そ
の
分
野
に
お
け
る
民
間
組
織
と
の
密
接
な
協
力
が
以
前
に
も
増
し
て
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

モラム
岡田

ク
l
シ
は
、
社
会
福
祉
の
職
員
は
、
こ
れ
ら
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し

(
釘
)

て
い
る
。
専
門
性
と

コ
l
デ
イ
ネ
l
ト
能
力
は
ま
さ
に
今
日
の
福
祉
職
員
に
要
求
さ
れ
て
い
る
資
質
で
あ
る
。

も
う
一
度
ク

l
シ
の
考
え
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
ク

l
シ
は
社
会
政
策
の
主
眼
を
所
得
保
障
政
策
に
定
め
て
い
た
。
ク
l
シ
の
社
会
政
策

は
、
ま
さ
に
都
市
化

・
工
業
化
に
よ
る
社
会
の
構
造
変
化
と
い
う
時
代
の
要
請
に
、
社
会
保
険
を
整
備
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
政
策
で
答

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
国
際
競
争
力
を
得
る
た
め
に
は
、
経
済
成
長
を
遂
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
工
業
化
す
る
こ
と
が
経
済
成
長
の
前
提
条
件
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
社
会
保
障
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
社
会
保
険
に
よ
る
所
得
移
転
に
よ
っ
て
消
費
を
拡
大
し
、
経
済
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
」
と
、

ク
l
シ
が
こ
の
よ
う
に
社
会
政
策
を
提
示
し
た
と
き
に
は
、
社
会
保
障
は
も
は
や
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
貧
民
救
済
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、

全
人
口
を
対
象
と
す
る
社
会
保
障
と
し
て
の
展
望
を
持
ち
得
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
今
日
、

ク
l
シ
の
社
会
政
策
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

E
・
ト
ゥ
オ
ミ
オ
ヤ
は
、
ク
l
シ
は
ア
ル

コ
ー
ル
政
策
、
社
会
政
策
お
よ
び
人
聞
社
会
の
開
発
を
目
指
し
た
政
治
家
で
あ
り
、
科
学
の
力
で
よ
り
よ
い
社
会
と
世
界
を
建
設
し
よ
う
と

(%
)
 

ク
l
シ
に
関
す
る
研
究
論
文
で
評
価
し
て
い
る
。

J
・
ベ
ツ
カ
リ
ネ
ン
は
、
ク
l
シ
の
議
論
は
福
祉
国
家
の
拡
大
を
支
持
す
る

(
幻
)

一
九
六
O
年
以
降
の
社
会
政
策
改
革
の
理
論
的
支
柱
と
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

0
・
リ
l
ヒ
ネ
ン
は
、

努
め
た
と
、

強
力
な
根
拠
と
な
り
、

ク
l
シ
の

「六
0
年
代
の
社
会
政
策
」
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
そ
れ
よ
り
も
発
展
し
て
い
る
国
と
の
比
較
の
上
に
立
脚
し
、
国
の
社
会
的
遅

滞
と
社
会
政
策
の
未
熟
さ
を
明
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
保
守
派
さ
え
も
引
き
つ
け
る
こ
と
の
で
き
た
、
合
理
的
な
社
会
計
画
の
宣
言
で
あ
っ

(
問
問
)

た
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
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ヘ
イ
ツ
キ
・
ヴ
ア
リ
ス
の
理
論

(ω) 

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
教
授
で
あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
政
策
学
会
会
長
で
も
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
リ
ス
が

一
九
六

一
年
に
発
表

し
た
著
書
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
の
社
会
政
策
(
∞

g
s
E』∞
g
ち
在
失

E
Eロ
∞
O
印
同
包
壱

o-zrE)」
は
、

ヴ
ア
リ
ス
は
、

一
九
六
O
年
か
ら

一
九
八
O
年

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

ま
で
の
社
会
政
策
(
田

0
5住
吉

-ERE)
の
理
論
と
、
実
際
の
社
会
政
策
分
野
に
お
け
る
議
論
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
ヴ
ァ
リ
ス
は
、
社
会

政
策
は
「
平
等
の
原
則
に
基
づ
き
、
全
て
の
国
民
、
社
会
集
団
、
家
族
や
個
人
の
妥
当
な
生
活
水
準
を
保
障
し
、
そ
し
て
特
に
弱
者
の
地
位

(
別
)

と
安
全
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
」
と
定
義
し
て
い
る
。

ヴ
ア
リ
ス
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
政
策
の
発
達
に
つ
い
て
の
四
つ
の
特
徴
を
上
げ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な

(
則
)

る
。
一
番
目
は
、
北
欧
諸
国
の
中
で
も
工
業
化
が
比
較
的
遅
れ
て
始
ま
っ
た
こ
と
、

二
番
目
は
、
社
会
政
策
が
国
家
政
策
と
密
接
な
関
係
が

ロ
シ
ア
帝
国
支
配
下
の
自
治
領
時
代
、
独
立
と
そ
れ
に
続
く
内
戦
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
政
治
的
立
場
が
、

あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
政
策
の
発
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
は
、
特
に
労
働
政
策
と
戦
後
の
復
興
政
策
に

お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。

三
番
目
の
特
徴
は
、
戦
後
の
一
九
六
0
年
代
と
一
九
七
0
年
代
の
急
速
な
経
済
成
長
で
あ
る
。
経
済
成
長
と
、
そ
れ
に
伴
う
社
会
政
策
の

基
盤
で
あ
る
所
得
配
分
は
、
同
じ
速
度
で
な
い
に
せ
よ
、
連
動
し
て
進
展
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、

一
九
七
0
年
代
後
半
の
不
況
期
で
さ

え
も
、
社
会
政
策
の
分
野
が
拡
張
し
た
。
社
会
政
策
の
開
発
の
可
能
性
は
経
済
成
長
に
規
制
さ
れ
る
。
経
済
成
長
が
社
会
政
策
の
発
達
に
貢

献
し
た
こ
と
は
疑
い
も
な
い
が
、
反
面
、
社
会
政
策
が
強
力
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
経
済
成
長
の
必
要
条
件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
根

拠
は
、
社
会
政
策
が
強
力
に
施
行
さ
れ
る
と
、
先
ず
死
亡
率
と
疾
病
率
の
減
少
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
強
化
と
な

っ
て
現
れ
、
こ

れ
が
労
働
力
の
質
と
量
を
高
め
、
国
民
の
経
済
活
動
力
を
補
強
す
る
こ
と
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
労
働
力
と
は
な
り
得
な
い
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説

国
民
、
す
な
わ
ち
児
童
、
高
齢
者
、
疾
病
者
、
障
害
者
の
生
活
水
準
を
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
向
上
さ
せ
る
の
に
貢
献
し

た
と
ヴ
ア
リ
ス
は
指
摘
し
て
い
る
。

壬'b、
日間

四
番
目
の
特
徴
と
し
て
ヴ
ァ
リ
ス
が
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、

一
九
八
0
年
代
に
な
る
頃
に
社
会
政
策
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
変
化
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
一
九
六
0
年
代
や
一
九
七
0
年
代
に
社
会
福
祉
政
策
分
野
の
改
革
が
数
多
く
行
わ
れ
、
各

政
党
も
内
閣
も
、
そ
の
要
綱
や
計
画
に
社
会
政
策
に
積
極
的
に
と
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
政

策
は
、
も
は
や
単
に
国
民
経
済
の
「
負
担
」
や
「
支
出
」

で
は
な
く
、
国
民
の
保
護
や
安
全
保
障
の
強
化
は
、
国
民
経
済
に
と
っ
て
も
肯
定

的
な
こ
と
で
あ
る
と
の
考
え
が
普
及
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

ヴ
ァ
リ
ス
の
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
の
社
会
福
祉
政
策
」
は
初
版
が
一
九
六
一
年
で
第
七
版
が
一
九
八
O
年
で
あ
る
。
後
者
で
、
ヴ
ァ
リ

ス
は
、
過
去
三
0
年
間
に
社
会
政
策
の
範
囲
が
大
幅
に
拡
大
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
拡
大
は
今
後
も
継
続
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
リ

ス
は
一
九
八
O
年
版
の
著
書
で
、
労
働
政
策
(
労
働
関
係
政
策
、
賃
金
政
策
、
労
働
保
護
、
労
働
力
政
策
)
、
社
会
保
障
(
社
会
保
険
、
社

会
給
付
、
社
会
福
祉
)
、
住
宅
政
策
の
三
つ
の
政
策
を
社
会
政
策
の
範
時
に
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヴ
ァ
リ
ス
は
こ
の
一
九
八
O

年
版
に
お
い
て
さ
え
も
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
政
策
の
範
障
に
含
め
て
い
な
い
。
た
だ
し
児
童
と
青
少
年
福
祉
に
つ
い
て
の
記
述
で
は
、

児
童
の
保
健
事
業
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
新
し
い
考
え
方
に
含
ま
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
を
引
用
し
、
サ
l

ビ
ス
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
「
社
会
は
、
そ
の
構
成
員
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
を
支
援
し
、
市
民
に
と
っ
て
欠
か

(
問
)

ざ
る
も
の
と
な
り
、
か
つ
社
会
福
祉
の
必
要
性
が
生
じ
る
こ
と
を
予
防
す
る
」
と
論
述
し
て
い
る
。

ヴ
ァ
リ
ス
が
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
上
記
の
引
用
以
上
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ラ
ウ
ハ
ラ
は
、
ヴ
ァ
リ
ス
に
と
っ

て
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
方
が
自
身
の
社
会
福
祉
政
策
の
秩
序
に
適
合
し
な
か
っ
た
の
か
、
も
し
く
は
、
新
し
い
考
え
を
取
り
入
れ
て
、
秩

序
の
全
体
像
を
改
め
て
構
成
し
直
す
気
持
ち
に
な
れ
な
か
っ
た
か
の
い
ず
れ
か
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
、
読
者
は
受
け
る
で
あ
ろ
う
と

北法53(3・88)680



(
問
)

述
べ
て
い
る
。

四

ヴ
エ
イ
ッ
コ
・
ピ

l
ラ
イ
ネ
ン
の
理
論

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

ラ
ウ
ハ
ラ
の
指
摘
に
よ
る
と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
最
初
に
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
用
語
を
定
義
し
、
社
会
保
障
分
野
に
適
用
し
た

(

山

間

)

の
は

V
-
ピ
l
ラ
イ
ネ
ン
で
あ
る
。

一
九
六
四
年
に
発
表
さ
れ
た
著
書

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
保
障

(ω5自
由

-
g
g
∞
g-s-52白)」
に

お
い
て
、
ピ

l
ラ
イ
ネ
ン
は
、
先
ず
社
会
と
個
人
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

「
社
会
の
最
上
の
意
義
と
は
、
社
会
の
構
成
員
に
と
っ
て
最
善
(
ベ
ス
ト
)

で
あ
る
こ
と
の
す
べ
て
を
促
進
す
る
こ
と
」

で
あ
り
、
民
主

主
義
国
家
に
お
い
て
は
、
社
会
の
構
成
員
は
、
何
が
最
善
で
あ
る
か
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ピ

l

ラ
イ
ネ
ン
に
よ
る
と
、
今
日
で
は
福
祉
(
町
三

S
S
E
-
H
君
。

5
8
H
し
あ
わ
せ
)
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
福
祉
国
家
に
お
け
る

広
義
の
社
会
政
策
(
可
宮

g
E
2
8急
円
安
冨
)
と
は
、
個
人
と
公
共
の
良
好
な
状
態
を
創
造
す
る
こ
と
に
か
か
わ
る
す
べ
て
を
目
標
と
す
べ

き
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
政
策
の
す
べ
き
こ
と
は
、
個
人
と
そ
の
人
に
と
っ
て
の
し
あ
わ
せ
に
責
任
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
同
時

に
す
べ
て
の
人
の
し
あ
わ
せ
を
整
備
す
る
こ
と
に
あ
る
。
社
会
的
な
ケ
ア
と
は
、
人
々
を
、
彼
ら
が
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
を
危
う
く
す
る

(
郎
)

よ
う
な
社
会
的
リ
ス
ク
の
可
能
性
か
ら
守
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ク
l
シ
が
国
民
と
い
う
用
語
を
使
っ
た
の
に
対
し
て
、
ピ

l
ラ
イ

ネ
ン
が
社
会
の
構
成
員
と
い
う
用
語
を
使
用
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
社
会
の
構
成
員
自
身
が
何
が
最
善
で
あ
る
か
を
表
示
で
き
る
と
し
た
こ

北法53(3・89)681

と
の
普
遍
性
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ピ
l
ラ
イ
ネ
ン
は
、
社
会
政
策

(
8
5と
号

o
z
E英
国
)
は
広
義
の
社
会
政
策

Q
z
g
W
5
5
3
-
z
r
E
)
の
一
領
域
で
、
社
会
の
諸
グ
ル

l

プ
、
家
族
そ
し
て
個
人
へ
妥
当
な
所
得
保
障
、
社
会
的
安
全
、
そ
し
て
居
心
地
の
良
さ
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
定
義
し
て
い



説

る
。
そ
し
て
、
広
義
の
社
会
政
策
と
は
社
会
の
状
態
を
そ
う
あ
る
べ
き
正
し
い
姿
に
保
持
す
る
た
め
の
行
政
的
努
力
と
行
為
で
、
文
化
政
策
、

経
済
政
策
、
社
会
政
策
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
社
会
政
策
と
は
、
国
民
労
働
生
活
、
雇
用
、
住
宅
、
保
健
、
居
住
と
飲
酒
問
題
な
ど
に
か
か
わ

北法53(3・90)682

吾'"百四

る
政
策
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
活
動
分
野
を
研
究
す
る
学
問
的
領
域
で
も
あ
る
。
そ
し
て
社
会
政
策
の
目
標
は
「
異
な
る
社
会
の
グ

(
郎
)

ル
l
プ、

家
族
や
個
人
へ
妥
当
な
生
活
保
護
と
社
会
的
安
全
と
快
適
さ
を
保
障
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ピ

l
ラ
イ
ネ
ン
は
、
社
会
政
策
の
比
較
的
新
し
い
活
動
分
野
で
あ
る
社
会
保
障
(
印
2
5巴
E
2同
)
を
、
さ
ら
に
社
会
保
険
(
回

0
5巴
ga

E
C
g凹
)
、
社
会
給
付
(
目

g
F
E
-
-
E
5
5
)
、
社
会
サ
ー
ビ
ス

(
8
5佐
官
ぞ
oE)
、
社
会
福
祉

(
8
5白
E
Y
E
-
S
)
の
四
分
野
に
区
分
し
、
そ

の
領
域
や
名
称
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
学
問
的
に
は
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
と
断
り
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
の
概
念
を
明
確
に
論
述
し
て
い

(

閉

山

)

る
の
で
、
以
下
に
記
述
す
る
。

ピ
l
ラ
イ
ネ
ン
に
よ
る
と
、
社
会
保
険
と
は
、
以
前
は
低
所
得
の
給
与
生
活
者
層
の
生
活
を
保
護
す
る
た
め
、
法
律
ま
た
は
国
の
支
援
で

運
営
し
、
雇
用
者
と
国
も
そ
の
負
担
を
分
担
す
る
保
険
を
意
味
す
る
。
現
在
で
は
社
会
保
険
の
解
釈
は
拡
大
さ
れ
、
す
べ
て
の
国
民
を
対
象

と
す
る
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
保
険
の
主
な
も
の
は
事
故
保
険
、
健
康
保
険
、
高
齢
保
険
、
労
働
能
力
損
失
保
険
、
寡
婦
・
孤
児
年
金

と
失
業
保
険
等
で
あ
る
。
社
会
保
険
は
国
(
内
田
〉
U

社
会
保
険
院
)
が
取
り
扱
う
。

社
会
給
付
と
は
、
保
険
制
度
の
範
囲
外
の
財
源
で
、
労
働
関
係
に
か
か
わ
ら
ず
給
付
さ
れ
る
も
の
で
、
異
な
る
人
口
グ
ル
ー
プ
の
所
得
均

衡
を
計
る
た
め
の
所
得
移
転
を
目
的
と
し
て
い
る
。
社
会
給
付
は
原
則
と
し
て
、
あ
る
人
口
グ
ル
ー
プ
の
な
か
の
個
人
の
ニ

l
ズ
に
対
し
て

支
給
す
る
も
の
で
な
く
、
あ
る
人
口
グ
ル
ー
プ
に
特
別
に
帰
国
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
る
こ
と
は
法
律

で
定
め
ら
れ
た
市
民
の
権
利
で
あ
る
。
児
童
手
当
は
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
児
童
、
障
害
な
ど
に
起
因
す
る
特
別
給
付
、
出

産
手
当
、
職
業
訓
練
給
付
な
ど
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
る
所
得
喪
失
を
補
填
す
る
目
的
の
も
の
が
あ
る
。
ピ

l
ラ
イ
ネ
ン
に
よ
る

と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
社
会
給
付
が
拡
大
し
、
発
達
し
た
の
は
、

一
九
四
0
年
代
か
ら
で
あ
っ
た
。



次
に
、
社
会
福
祉
と
は
、
個
々
の
ケ
l
ス
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
、
個
人
や
家
族
が
妥
当
な
社
会
的
水
準
に
到
達
し
、

そ
れ
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
援
助
し
指
導
す
る
行
政
行
為
を
指
す
。
社
会
福
祉
で
は
個
人
の
ニ

l
ズ
に
応
じ
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
個
々
の
ケ

l
ス
毎
に
、
個
々
の
社
会
的
問
題
の
す
べ
て
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と
で
実
行
さ
れ
る
。
ピ

l
ラ
イ
ネ
ン
は
、
社
会
福
祉
が

社
会
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
給
付
と
異
な
る
点
は
、
ニ

ー
ズ
に
応
じ
る
と
い
う
こ
と
と
、
全
体
を
包
括
す
る
こ
と

(
E
r
g
g〈
包

S
2
5
)
に
あ

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

る
と
述
べ
て
い
る
。
全
体
を
包
括
す
る
と
い
う
音
叫
味
で
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
後
見
行
為
も
社
会
福
祉
行
政
に
含
ま
れ
る
。
ピ

l
ラ
イ
ネ

ン
に
よ
る
と
、
社
会
福
祉
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
保
障
の
中
で
も
っ
と
も
発
達
し
長
い
歴
史
が
あ
る
も
の
で
、
す
で
に
一
七

0
0
年
代

の
終
わ
り
に
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
社
会
福
祉
は
、
生
活
保
護
と
養
育
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
生
活
保
護
と
は
、

日
常
生
活
上
の
物
質
的
お
よ
び
介
護
的
な
ニ

l
ズ

に
対
し
て
援
助
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
経
済
的

・
身
体
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
、
独
り
暮
ら
し
の
財
産
の
な
い
高
齢
者
が
対
象

と
な
る
。
養
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
や
成
人
が
そ
の
成
長
の
た
め
に
必
要
と
す
る
、
経
済
的
援
助
も
含
む
す
べ
て
の
社
会
福
祉
の
行
政
行
為

を
指
し
、
児
童
ケ
ア
が
そ
の
中
核
で
あ
る
。

社
会
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
ピ

l
ラ
イ
ネ
ン
に
よ
る
と
、
労
働
関
係
に
係
わ
り
な
く
、
無
料
で
、
ま
た
は
あ
る
程
度
の
料
金
を
支
払
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
個
人
や
家
族
に
対
し
て
、
彼
ら
の
お
か
れ
て
い
る
社
会
的
に
困
難
な
状
況
や
特
別
な
ニ

l
ズ
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る

l
回
限
り
の
、

ま
た
は
継
続
す
る
相
談
事
業
、
も
し
く
は
職
員
の
労
動
力
を
用
い
て
行
う
援
助
を
指
す
。
社
会
給
付
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
援
助
は
、
社
会
給
付
の
よ
う
に
金
銭
や
物
品
の
形
を
と
ら
な
い
。
社
会
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
給
付
は
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
者
が
、
自

ら
積
極
的
に
行
政
機
関
に
働
き
か
け
て
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

社
会
サ
ー
ビ
ス
の
領
域
と
し
て
、
。ヒ

l
ラ
イ
ネ
ン
は
、
児
童
家
族
の
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
、
家
族
の
休
暇
制
度
の
整
備
(
特
に
児
童
、
青
少
年
、

母
親
の
た
め
の
休
暇
村
、
お
よ
び
家
族
用
の
休
暇
村
整
備
)
、
児
童
の
養
育
の
支
援
と
保
育
所
整
備
、
結
婚
や
家
族
相
談
事
業
、
婚
外
児
や

北法53(3・91)683



説

そ
の
他
の
児
童
グ
ル
ー
プ
(
た
と
え
ば
障
害
児
、
労
働
し
て
い
る
児
童
)

た
め
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
無
料
の
法
律
援
助
を
挙
げ
て
い
る
。

の
権
利
の
保
護
、
高
齢
者
の
た
め
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者
の

吾'6.
日間

ピ
l
ラ
イ
ネ
ン
は
、

高
齢
者
に
関
わ
る
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
に

一
つ
の
分
野
と
し
て
確
立
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、

(
こ

({
家
事
援
助
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
て

(
二
)
身
体
洗
浄
と
保
健
サ
ー
ビ
ス
、

(三
)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ア
、

(四
)
事
務
援
助

(税
申
告
、
年
金
や
サ
ー
ビ
ス
申
請
な
ど
の
手
伝
い
等
)

(五
)
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
援

助
(
話
し
相
手
、
新
聞
な
ど
を
声
読
す
る
こ
と
、
教
会
や
友
人
に
会
い
に
行
く
た
め
の
つ
き
そ
い
、
旅
行
な
ど
)
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
の
住
宅
改
善
は
住
宅
政
策
と
社
会
給
付
の
管
轄
下
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
住
居
の
支
給
、
紹
介
は
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
属
す
る
と
し
て
い

る
。
障
害
者
サ
ー
ビ

ス
と
は
、
先
天
的
ま
た
は
後
天
的
な
障
害
に
起
因
す
る
機
能
的
な
困
難
を
持
つ
人
達
が
、
健
康
な
人
達
の
世
界
で
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
を
補
助
し、

支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
未
だ
に
統

一
さ
れ
た
事

業
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
完
備
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
こ
の
分
野
が
未
発
達
の
た
め
で
あ
り
、
同
時
に
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
多
様
性
と
複
雑
さ
に
起

因
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ラ
ウ
ハ
ラ
が
既
に
検
証
し
て
い
る
よ
う
に
、
ピ

l
ラ
イ
ネ
ン
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
じ
め
て
具
体
的
に
概
念

化
し
た
研
究
者
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
ピ

l
ラ
イ
ネ
ン
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
概
念
を
ど
こ
か
ら
取
り
入
れ
た
の
か

は
著
書
の
中
で
は
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
。
ラ
ウ
ハ
ラ
は
、
彼
の
議
論
と
一
九
四
0
年
代
、

(
鵬
)

論
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ピ

l
ラ
イ
ネ
ン
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
、
家
族
、
高
齢
者
、
障
害
者
の

日
常
生
活
の
維
持
を
可
能
に
す
る
援
助
で
あ
る
こ
と
、
非
物
質
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
自
由
意
志
に
基
づ
く
こ
と
で
示
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
今
日
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
に
お
い
て
も
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
的
な
概
念
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
九
五
0
年
代
の
英
国
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
議

北法53(3・92)684



五

リ
l
ッ
タ
・
ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
の
理
論

一
九
七
0
年
代
に
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
社
会
政
策
学
部
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
は
、
英
国
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
概
念
の

影
響
を
受
け
、

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
初
め
て
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
保
障
の
な
か
に
体
系
的
に
取
り
入
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
今
日

(
問
)

の
社
会
保
障
制
度
の
基
礎
と
し
て
位
置
付
け
た
研
究
者
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
彼
女
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
の
理
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

一
九
七
五
年
出
版
の
著
書
「
今
日
の
社
会
政
策

(d
B
E
E
-〈
E
8
2
8
2
3
2
E英
国
)
に
お
い
て
、
社
会
政
策
に

(
川
)

は
次
の
四
つ
の
目
標
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
(
こ
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
引
き
起
こ
す
社
会
的
安
全
の
欠
如
に
対
抗
す
る
、
(
二
)

ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
は
、

す
べ
て
の
人
に
妥
当
な
生
活
水
準
達
成
の
可
能
性
を
保
障
す
る
こ
と
、
会
乙
継
続
的
な
生
活
水
準
の
向
上
を
進
め
る
こ
と
、
(
四
)
異
な
る

社
会
グ
ル
ー
プ
聞
の
経
済
的
社
会
的
均
衡
を
計
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
目
標
も
、
時
代
に
よ

っ
て
強
調
さ
れ
る
も
の
が
違
っ
て
き
た
と

述
べ
て
い
る
。

一
部
の
特
別
な
グ
ル
ー
プ
を
除
い
て
、
妥
当
な
生
活
水
準
の
確
保

の
問
題
は
も
は
や
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
か
わ
り
に
、
経
済
的
社
会
的
均
衡
が
よ
り
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
観

ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
に
よ
る
と
、

一
九
七

0
年
代
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

点
か
ら
社
会
政
策
の
目
標
を
解
釈
し
直
す
と
、
そ
れ
は
「
市
民
の
社
会
的
な
平
等
を
確
保
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
市
民
の
社
会
的
な

平
等
は
、
弱
者
の
社
会
的
地
位
を
継
続
し
て
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
大
限
に
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
時
代
を
通
し
て
社
会
政
策
の
事
業
内
容
に
本
来
含
ま
れ
て
い
た
事
柄
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ウ
ヴ
イ

ネ
ン
は
、
今
日
の
社
会
政
策
は
、
最
低
生
活
基
準
の
保
障
と
生
活
水
準
の
低
下
を
防
止
す
る
の
み
に
留
ま
り
、
本
来
の
平
等
と
い
う
目
標
か

(川
)

ら
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

「
な
ぜ
社
会
政
策
な
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
は
ど
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
以
下
に
彼
女

北j去53(3・93)685



説

(
山
)

の
著
書
か
ら
概
観
し
て
み
よ
う
。

北法53(3・94)686

ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
は
、
社
会
政
策
は
、
そ
れ
自
体
に
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
を
よ
り
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
発
達
さ
せ
よ
う
と
す

三"'-
白岡

る
手
段
を
形
成
す
る
価
値
を
有
し
て
い
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
社
会
政
策
と
は
「
国
民
が
願
っ
て
い
る
よ
う
な
内
容
を
包
有
し
た
福
祉

国
家
の
実
現
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
手
段
」
で
あ
る
。
基
本
的
な
ニ

l
ズ
が
十
分
満
た
さ
れ
た
市
民
(
国
民
)
は
、
所
属
す
る
社
会
の
建
設

に
積
極
的
に
参
加
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
全
て
の
市
民
に
と
っ
て
最
善
の
結
果
を
も
た
ら
す
。
市
民
が
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
そ

の
国
が
繁
栄
す
る
基
本
条
件
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
民
の
ケ
ア
を
個
別
に
行
い
、
そ
の
人
の
労
働
能
力
を
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
教
育
政
策
が
社
会
政
策
の
一
分
野
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
全
て
の
市
民
に
教
育
の
可
能
性
を
保

障
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
能
力
を
社
会
の
建
設
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
は
、
社
会
政
策
上
の
行
為
で
あ
る
所
得
移
転
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
を
提
示
し
て
い
る
。
裕
福
な
市
民
か
ら
貧

困
な
市
民
へ
所
得
移
転
す
る
こ
と
は
、
裕
福
な
市
民
の
経
済
活
動
の
可
能
性
を
狭
め
て
し
ま
う
と
い
う
考
え
に
陥
り
や
す
い
。
ま
た
所
得
移

転
を
受
け
た
貧
困
層
が
そ
れ
に
甘
ん
じ
て
自
立
心
を
失
う
結
果
を
招
く
と
も
非
難
さ
れ
て
い
る
。
社
会
政
策
の
国
民
経
済
的
観
点
か
ら
見
れ

ば
、
市
民
の
経
済
的
な
活
性
化
は
、
社
会
全
体
の
福
祉

(ε丘三。
E
F
H
宅
開
R
R
m
H
し
あ
わ
せ
)
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
高

齢
者
、
児
童
、
疾
病
者
な
ど
を
含
ん
だ
で
き
る
だ
け
多
数
の
人
口
グ
ル
ー
プ
が
、
活
性
化
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

る
。
社
会
政
策
に
お
い
て
は
、
受
け
身
で
消
極
的
な
人
口
の
グ
ル
ー
プ
す
べ
て
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
手

段
と
し
て
所
得
移
転
政
策
と
社
会
的
所
得
均
衡
政
策
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

社
会
政
策
の
基
本
的
な
概
念
と
し
て
、
福
祉
国
家
、
ま
た
は
福
祉
国
家
を
目
指
し
て
い
る
社
会
に
は
、
市
民
の
連
帯
責
任
が
強
調
さ
れ
る

と
す
る
道
義
的
基
盤
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
国
際
的
レ
ベ
ル
で
社
会
政
策
を
考
え
る
の
な
ら
ば
、
連
帯
の
範
囲
は
さ
ら
に
拡
大
し
得

る
。
こ
の
よ
う
な
人
道
的
な
考
え
方
は
、
個
人
の
人
間
の
価
値
を
等
し
く
認
め
る
こ
と
か
ら
成
り
立
つ
の
で
あ
る
が
、
今
日
の
社
会
政
策
で



は
、
人
間
の
価
値
を
強
調
す
る
考
え
方
は
す
で
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
連
帯
責
任
と
平
等
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
西
欧
社

会
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
の
平
等
と
博
愛
の
精
神
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
社
会
主
義
の
平
等
の
価
値
観
が
社
会

政
策
の
理
念
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
も
大
き
い
。

フィンランド福祉国家における社会サーピスと高齢者政策 (2) 

ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
は
社
会
政
策
を
論
じ
て
い
る
。
な
お
、
彼
女
は
広
義
の
社
会
政
策
を
、

(
こ
経
済
政
策
、
(
二
)
文
化

政
策
、
(
三
)
社
会
政
策
に
の
三
分
野
に
分
類
し
て
、
社
会
政
策
を
さ
ら
に

(
二

社
会
保
障
政
策
、

(
二
)
労
働
政
策
、
(
一二)
保
健
政
策
、

(
川
)

(
四
)
教
育
政
策
、
(
五
)
住
宅
政
策
、
(
六
)
地
域
政
策
、
(
七
)
国
際
社
会
政
策
に
区
分
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

そ
れ
で
は
、
次
に
ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
の
社
会
保
障
政
策
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
に
よ
る
と
、
社
会
保
障
政
策
は
、
(
ニ

社
会
保
険
、
(
二
)
社
会
給
付
、
(
三
)
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
(
四
)
社
会
福
祉
の
四
分
野
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
ず
、
社
会
保
険
と
は
さ
ま
ざ
ま

つ
ま
り
市
民
に
何
ら
か
の
社
会
的
な
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
時
に
、

生

な
リ
ス
ク
に
対
す
る
市
民
の
社
会
的
保
障
を
実
現
す
る
手
段
で
あ
る
。

活
の
継
続
を
保
障
す
る
保
険
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
失
業
保
険
、
事
故
保
険
、
健
康
保
険
、
年
金
保
険
を
指
す
。
も
と
も
と
社
会
保
険
と

は
、
疎
外
さ
れ
た
人
口
の
グ
ル
ー
プ
の
生
活
条
件
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
国
が
社
会
保
障
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
す

(
川
)

べ
て
の
国
民
(
市
民
)
を
対
象
と
し
て
い
る
。

社
会
給
付
と
は
、
社
会
保
険
の
範
障
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
社
会
福
祉
で
も
社
会
サ
ー
ビ
ス
で
も
な
い
と
考
え
ら
れ
る
社
会
保
障
の
領
域

で
、
社
会
福
祉
と
の
境
界
線
が
明
白
で
は
な
い
。
社
会
給
付
と
社
会
保
険
と
の
違
い
は
、
社
会
給
付
が

一
般
に
国
の
税
が
財
源
と
な
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
社
会
保
険
は
被
保
険
者
と
そ
の
雇
用
者
が
主
な
財
源
で
、
国
が
財
源
を
提
供
す
る
の
は
希
な
場
合
で
あ
る
。
次
ぎ
に
社
会

福
祉
の
事
業
と
比
較
し
た
場
合
、
社
会
給
付
の
方
が
形
式
的
な
援
助
で
あ
り
、
社
会
福
祉
が
、
個
人
の
ニ

l
ズ
に
基
づ
い
て
裁
量
し
援
助
を

北法53(3・95)687

行
う
の
に
対
し
て
、
社
会
給
付
は
定
め
ら
れ
て
い
る
給
付
を
受
け
る
資
格
に
基
づ
き
、
所
得
に
制
限
さ
れ
る
給
付
で
あ
る
。
つ
ま
り
社
会
給

付
と
は
、

生
活
負
担
の
均
衡
の
た
め
に
、
税
を
財
源
と
し
て
支
払
わ
れ
る
定
額
の
給
付
で
あ
り
、
個
々

の
ケ
ー
ス
の
ニ

l
ズ
に
基
づ
く
も
の



説

で
は
な
く
、
社
会
か
ら
の
援
助
が
な
け
れ
ば
経
済
的
に
困
難
に
陥
る
と
考
え
ら
れ
る
人
口
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
は
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
は
児
童
家
族
や
学
生
等
で
あ
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
給
付
対
象
が
低
所
得
者
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
全
て
の
母
親
や
児
童
家
族
に
支
払
わ
れ
る
出
産
給
付
や
児
童
手
当
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
社
会
給
付
は
リ
ス
ク

きふ
n間

グ
ル
ー
プ
の
所
得
保
障
を
一
般
的
な
方
法
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
個
人
的
な
生
活
保
障
行
為
を
必
要
と
す
る
状
態
に
移
行
す
る
こ

(
山
)

と
、
す
な
わ
ち
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
よ
う
な
状
況
の
発
生
を
予
防
す
る
事
業
と
も
換
言
で
き
る
。

さ
て
、

ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
は
、
当
時
は
ま
だ
十
分
に
議
論
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
概
念
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う

に
定
義
づ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
を
検
討
し
よ
う
。

ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
「
相
談
、
労
働
力
ま
た
は
そ
の
他
の
特
別
な
方
法
を
用
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
障
害

や
問
題
の
あ
る
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
家
族
や
個
人
を
援
助
す
る
諸
サ
ー
ビ
ス
」
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
社
会
サ
ー
ビ
ス

は

一
回
限
り
の
も
の
で
も
、
継
続
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
得
る
し
、
法
律
に
基
づ
い
て
行
政
が
行
う
場
合
も
、
諸
国
体
が
お
こ
な
う

(川
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
範
障
に
入
る
と
し
て
い
る
。

ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
に
よ
る
と
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
社
会
保
険
お
よ
び
社
会
給
付
と
異
な
る
点
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
金
銭
的
な
援
助
を
行
わ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
買
う
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
あ
る
が
、
そ
の
料
金
は
、
実
際
に
か
か
る
経
費
よ
り
も
低
く
設

定
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
だ
れ
で
あ
ろ
う
と
、
社
会
(
国
や
自
治
体
)
が
経
費
の

一
部
を
負
担
す
る
の

(
川
)

で
あ
る
。

一
方
で
、

ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
は
、
社
会
福
祉
と
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
境
界
線
を
引
く
の
は
、
か
な
り
困
難
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
、
現
在

(一

九
七

0
年
代
当
時
)
社
会
福
祉
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る
か
ら
と
述
べ
て
い
る
。
社
会

福
祉
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
改
革
と
は
、
福
祉
(
公
的
扶
助
)
の
行
政
行
動
様
式
が
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
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る
。
し
か
し
、
社
会
福
祉
と
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
差
異
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
社
会
福
祉
が
全
体
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
サ
l

ビ
ス
の
方
は
ニ

l
ズ
の
ケ
ア
と
充
足
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
に
提
供

さ
れ
る
が
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
は
完
全
に
自
由
意
志
で
買
う
、
ま
た
は
利
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
だ
れ
も
が
利
用
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
。

こ
れ
に
反
し
て
社
会
福
祉
の
方
は
強
制
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
自
己
決
定
権
を
制
限
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
社
会
福
祉
は
、
困
難
な
状

況
に
あ
る
人
を
そ
の
状
況
か
ら
解
放
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
、

ニ
ー
ズ
の
あ
る
人
を
そ
の
状
態
の
中
で

フィンランド偏祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

助
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
か
っ
そ
の
人
が
社
会
福
祉
を
必
要
と
す
る
状
態
に
移
行
す
る
こ
と
を
予
防
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

(
川
)

社
会
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
自
由
意
志
で
行
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
の
存
在
を
知
ら
せ
る
広
報
活
動
が
重
要
と
な
る
。

社
会
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
児
童
家
族
、
高
齢
者
、
疾
病
者
、
結
婚
家
族
調
停
、
未
婚
の
母
子
、
障
害
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
に

及
ん
で
い
る
。

ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
具
体
例
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
母
子
保
健
相
談
所
サ
ー
ビ
ス
、
児
童

(
人
民
間
の
口
連
盟
と
教
会
が
提
供
)
、
未
婚
の
母
と
婚
外
子
児
童
の
た
め
の
社
会

(
児
童
保
護
、
民
問
委
託
の
母
子
ホ

l
ム
、
里
親
、
養
子
制
度
)
、
保
育
制
度
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

養
育
相
談
サ
ー
ビ
ス
、
結
婚
・
家
族
相
談
所
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

(
主
に
児
童
家
庭
、

高
齢
者
対
象
)
、
高
齢
者
の
社
会
サ
ー
ビ
ス

(ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
、
余
暇
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
用
住
宅
の
提
供
、

施
設
ケ
ア
)
、
障
害
者
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
職
業
選
択
指
導
(
義
務
教
育
修
了
者
へ
の
職
業
指
導
、

一
九
六
O
年
に
法
制
定
)
、
訴
訟
援
助
サ

l

ピ
ス

(
訴
訟
に
お
い
て
当
人
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
ろ
う
と
、
自
己
負
担
が
不
可
能
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
訴
訟
費
用
の
援

(川
)

で
あ
る
。

助
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
)

最
後
に
、
社
会
福
祉
に
つ
い
て
ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
は
次
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
と
は
、
社
会
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
を
、

個
別
に
、
裁
量
に
よ
っ
て
金
銭
的
に
、
ま
た
は
そ
の
他
の
行
為
に
よ
っ
て
援
助
す
る
社
会
保
障
の

一
分
野
を
指
す
。
社
会
福
祉
は
社
会
保
障

の
最
後
の
手
段
で
あ
り
、
他
の
社
会
保
障
の
手
段
が
「
顧
客
」
の
ニ

l
ズ
に
対
応
で
き
な
い
場
合
に
、
は
じ
め
て
用
い
ら
れ
る
。

つ
ま
り
福

北法53(3・97)689



説

祉
扶
助
法

(
E
o
-
5
8巳
呉
ケ
石
法
)
に
よ
る
経
済
的
援
助
が
適
用
さ
れ
る
前
に
、
社
会
保
険
、
社
会
給
付
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
あ
ら
ゆ
る
手

北法53(3・98)690

雪e，

""" 

段
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
社
会
福
祉
に
お
い
て
は
、
顧
客
毎
に
個
別
な
対
応
を
計
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
福
祉
の
ニ

l
ズ
と
ク
オ
リ
テ
ィ

l
の
厳
密
な
調
査
と
、
必
要
に
応
じ
た
援
助
と
、
援
助
の
個
人
的
な
性
質
が
重
要
と
な
る
。
も

う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
社
会
福
祉
の
援
助
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
援
助
を
必
要
と
す
る
状
態
か
ら
抜
け
出
て
、
顧
客
が
自
力
で
生
活

で
き
る
よ
う
に
な
る
よ
う
に
援
助
す
る
の
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。
な
お
、
社
会
福
祉
は
、
旦
ハ
体
的
に
は

(
二
生
活
保
護
(
施
設
型
ケ
ア
と

解
放
型
ケ
ア
)
、
(
二
)
児
童
と
青
少
年
福
祉
、
(
三
)
中
毒
者
ケ
ア

(
問
)

る
こ
と
が
で
き
る
。

(
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
ケ
ア
)
、
(
四
)
浮
浪
者
ケ
ア
に
分
類
す

ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
は
、

一
九
七
一
年
に
発
表
さ
れ
た
社
会
福
祉
の
原
則
委
員
会
報
告
に
言
及
し
つ
つ
、
社
会
福
祉
の
五
つ
の
基
本
原
則
を
次

(
一
)
社
会
福
祉
は
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
利
用
者
は
顧
客
で
あ
る
こ
と
(
サ
ー
ビ
ス
の
原
則
)
、
(
二
)

ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は

社
会
福
祉
を
受
け
る
こ
と
で
恥
の
刻
印
を
お
さ
れ
な
い
こ
と

る
価
値
の
容
認
が
必
要
)
、
(
三
)
行
政
が
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
福
祉
を
受
け
る
人
に
選
択
の
自
由
が
あ
る
こ
と

た
め
に
は
、
選
択
の
可
能
性
が
存
在
し
、
顧
客
が
そ
れ
に
つ
い
て
情
報
と
知
識
が
あ
る
こ
と
)
、
(
四
)

(ノ

l
マ
ラ
イ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
原
則
、
そ
の
た
め
に
は
職
員
側
の
多
く
の
異
な

(
選
択
の
自
由
、
そ
の

ソ
l
シ
ヤ
ル
ワ
l
カ
!
と
顧
客
の
間

に
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
継
続
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と

(
信
頼
の
原
則
)
、
(
五
)
可
能
な
限
り
早
い
時
期
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
l
シ
ヨ

ン
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
が
お
こ
る
よ
う
な
状
態
を
予
防
す
る
こ
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
原
則
)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
則

を
も
っ
て
社
会
福
祉
は
社
会
に
お
け
る
公
正
さ
(
正
義

u
g
r
m
E
g
E
z
r
g
E∞
)
を
実
現
し
、
人
間
の
価
値
お
よ
び
権
利
を
尊
重
す
る
も

(凶
)

の
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
と
ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
は
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
は
、
社
会
福
祉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。
自
立
し
、
か
っ
自
力
で
生
活
を
営
み
、
責
任
能
力
が
あ
る
、

社
会
に
適
応
し
て
い
る
人
間
(
を
育
成
す
る
こ
と
)
が
、
社
会
福
祉
事
業
の
目
標
で
あ
る
。
こ
う
い
う
人
聞
が
、
前
向
き
に
か
つ
建
設
的
に



本
人
の
持
つ
全
能
力
を
発
揮
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
能
力
が
開
発
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
日
常
生
活
を
遂
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
に

(
印
)

な
っ
た
と
き
に
、
社
会
福
祉
が
そ
の
ニ

l
ズ
を
計
り
、
回
復
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
長
期
的
な
援
助
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
が
編
集
し
た
「
社
会
サ
ー
ビ
ス

(
凶
)

サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。

(
一
)
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
は
金
銭
で
は
な
く
非
物
質
的
な
援
助
を
指
す
、
(
二
)
サ
ー
ビ
ス
の
普
遍
性
、
原
則
と
し
て
そ
れ
を
必
要
と
す
る

人
た
ち
全
て
に
提
供
さ
れ
る
、
全
て
の
市
民
に
提
供
さ
れ
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
は
恥
と
は
な
ら
な
い
、
(
三
)
サ
ー
ビ
ス
の

一
九
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
、

(ω

。mg釦
一
号
同
一
〈
白
戸口
)
」

の
中
で
、
ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
は
社
会

利
用
に
つ
い
て
は
制
限
が
な
く
、

一
回
き
り
で
も
継
続
し
て
も
利
用
で
き
る
、
(
四
)
サ
ー
ビ
ス
は
固
ま
た
は
自
治
体
、
お
よ
び
民
間
の
非

利
益
団
体
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
、
(
五
)
サ
ー
ビ
ス
は
、
無
料
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
有
料
で
も
か
な
り
の
程
度
、
国
や
自
治
体
か
ら
の

補
助
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
、
(
六
)
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、
利
用
者
の
自
由
意
志
に
よ
る
、
(
七
)
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
方
か
ら
積

極
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
普
遍
性
の
原
則
に
則
っ
て
供
給
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
、
も
っ
と
も
困
窮
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
も
指
摘
し
て
い
る
。
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
は
、
社
会
の
成
員
の
し
あ
わ
せ

(
宮
〕
ミ

E
〈

0

5
2

go--t
Z
E開
-
g
o
R
R白
)
を
増
進
し
、
社
会
の
不
平
等
を
排
除
し
、
個
人
と
社
会
の
統
合
を
計
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
社

会
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
社
会
の
問
題
は
、

一
般
に
社
会
の
構
造
変
化
、
つ
ま
り
都
市
化
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
自
体
は
、

(
山
)

問
題
の
原
因
そ
の
も
の
を
解
決
し
な
い
が
、
市
民
が
そ
の
条
件
の
な
か
で
生
活
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
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サ
ー
ビ
ス
の
供
給
主
体
と
し
て
は
、
ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
は
、
明
ら
か
に
、
民
間
(
営
利
)
セ
ク
タ
ー
よ
り
も
公
的
セ
ク
タ
ー
に
信
頼
を
お
い

(
防
)

て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
は
次
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。
(
二
市
場
経
済
の
原
則
の
み
で
行
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

利
用
者
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
高
価
す
ぎ
る
の
で
需
要
が
生
じ
な
い
。
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
係
わ
る
負
担
の
方
が
、
社
会
的
な
問
題
を



説

解
決
す
る
た
め
に
社
会
が
必
要
と
す
る
負
担
よ
り
小
さ
い
。
(
二
)
社
会
問
題
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
管
理
は
、
公

的
セ
ク
タ
ー
の
方
が
容
易
で
あ
る
こ
と
。
(
三
)
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

北法53(3.100)692

つ
ま
り
国
は
、
政
策
と
し
て
目
標
を
持
っ
て
杜

品命

会
の
開
発
に
努
め
て
い
る
の
で
、
社
会
問
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
営
利
団
体
は
、
社
会
の
問
題
に
対
処
す
る
と
い
う
視
点

で
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
行
う
わ
け
で
は
な
い
。
(
四
)
質
の
よ
い
サ
ー
ビ
ス
は
、
職
員
の
教
育
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
教
育
は

社
会
の
任
務
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
、
(
五
)
公
的
に
行
う
社
会
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
、
市
民
が
利
用
で
き
る
無
料
の
サ
ー
ビ
ス
と
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
市
民
間
の
経
済
的
な
平
等
促
進
に
効
果
が
あ
る
。

ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
の
民
間
組
織
の
役
割
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
当
時
の
公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
社
会
政
策
推
進
論
を
代
弁
す
る
も
の
と
い

え
よ
う
。
戦
前
、
そ
し
て
特
に
戦
時
中
の
福
祉
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
っ
た
民
間
福
祉
団
体
は
、
戦
後
に
な
っ
て
困
難
な
立
場
に
お
か
れ
た
。

(
凶
)

国
が
福
祉
を
自
ら
の
手
で
行
う
と
い
う
姿
勢
を
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
社
会
政
策
の
推
進
者
た
ち
は
、
民
間
セ
ク
タ

ー
の
時
代
は
終
了
し
た
と
み
な
し
た
。

一
方
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
擁
護
者
た
ち
は
、
民
間
の
福
祉
団
体
は
公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
お
こ
な

わ
れ
る
福
祉
の
隙
間
を
埋
め
る
役
割
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
戦
後
は
公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
福
祉
が
中
心
に
な
り
、
民
間
組
織
は
そ
れ
ま
で

の
中
心
的
な
地
位
を
失
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
伝
統
は
消
滅
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に
不
況
の
時
代
が
訪
れ
、
経
済
成
長
が
低
速

す
る
と
、
民
間
福
祉
団
体
の
役
割
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
。

一
九
七
0
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
後
に
民
間
福
祉
団
体
は
復
活
し
、

の
委
託
事
業
を
展
開
し
、

一
九
八
四
年
の
改
革
で
は
、
民
間
福
祉
団
体
は
、
公
的
な
福
祉
制
度
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
、
自
治
体
か
ら

(
印
)

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
福
祉
制
度
の
中
に
そ
の
正
当
な
地
位
を
回
復
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
も
っ
て
、

一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で
の
聞
の
主
要
な
社
会
政
策
の
教
科
書
か
ら
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
政
策
と
社
会

保
障
の
理
論
を
概
観
し
た
。

一
九
六
0
年
代
の
前
半
の
社
会
政
策
理
論
は
、

ク
l
シ
の
理
論
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
所
得
移
転
に
重
点
を
置



く
社
会
保
険
制
度
の
整
備
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
お
か
れ
て
い
た
歴
史
的
条
件
が
要
請
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
理
論
が
す
で
に
国
民
全
体
を
対
象
と
し
た
普
遍
性
を
帯
び
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
萌

芽
を
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
七
0
年
代
に
な
り
、
都
市
化

・
工
業
化
か
ら
発
生
す
る
社
会
問
題
を
、
社
会
福
祉
お
よ
び
社
会
サ
ー

ビ
ス
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
傾
向
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
、
社
会
保
障
理
論
は
よ
り
普
遍
的
な
考
え
方
へ
と
移
行
し
、
社
会
福
祉
と

フィンランド福祉国家における社会サーピスと高齢者政策 (2) 

社
会
サ
ー
ビ
ス
の
理
論
上
の
境
界
線
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
く
。
国
は
こ
れ
ら
の
社
会
政
策
の
中
心
的
な
担
い
手
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
次
の
第
三
章
で
は
、
福
祉
国
家
の
形
成
期
に
お
け
る
社
会
保
険
制
度
の
成
立
過
程
を
、
主
に
政
党
と
労
使
組
合
の
役
割
に
重

点
を
お
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
第
四
章
で
は
、
社
会
福
祉
の
内
容
が
社
会
サ
ー
ビ
ス
へ
と
変
貌
し
て
い
く
過
程
を
、
そ
の
背
景
と
な
る

社
会
の
変
化
を
中
心
に
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
作
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
よ
っ
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
国
家
の
形
成
期
を
理
解
し
、
第

五
章
で
検
討
す
る
、
福
祉
国
家
の
拡
大
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
整
備
の
時
代
で
あ
る

一
九
八
0
年
代
へ
と
視
点
を
移
す
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。
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説ラ'"訂問

(7)
穴
自
己
o
hw
叶
供
向

-
T
W
Z
8
3
-
Z
3∞・

8
・
宏
-

(8)
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
領
土
の

二

一
%
を
失
い
、
そ
の
土
地
か
ら
の
引
揚
者
は
四
十
二
万
人
で
あ
っ
た
。
と

g
E
o
h
r
c
g
g
z
s∞少
MOM-

(9
)
一
九
三
九

年

|
一
九
四
五
年
間
に
行
わ
れ
た
の
二
つ
の
戦
争

(冬
戦
争
と
継
続
戦
争
)
の
結
果
、
約
二
O
万
人
が
負
傷
し
、
そ
の
う
ち
約
七

万
人
の
障
害
が
固
定
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一

九
八

0
年
代
に
な
る
と
、
戦
争
に
よ
る
障
害
ま
た
は
疾
病
で
労
働
能
力
を
少
な
く
と
も

一
O

%
喪
失
し
た
従
軍
者
に
は
補
償
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
∞ロ
O
ロ£

Z
3
M
-凶
3
・

(
叩
)
戦
争
未
亡
人
の
数
は
三
万
一

0
0
0
人
で
、
戦
争
孤
児
は
五
万
人
で
あ
っ
た
。
未
亡
人
の
う
ち

一
万
三
六
O

O
人
が
一
九
五
四
年
ま
で
に
再

婚
し
た
。
戦
時
中
食
料
不
足
の
た
め
七
万
人
の
児
童
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
送
り
ケ
ア
を
委
託
し
た
が
、
そ
の
う
ち

一
万
五

0
0
0
人
が
戦
後
も

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
残
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
帰
国
し
な
か
っ
た

o
Z
E
F
r
o
-
3
p
s

(日
)
国
内
白
ロ
凹
円
。

hrH，
E
E
g
hw
出回白
司
o
z
-
3∞
・
8
・
カ
リ
ス
ト
は
、
社
会
的
な
目
的
で
行
わ
れ
た
こ
の
政
策
は
、
僻
地
の
土
地
に
入
植
し
た
人
た
ち
に
と
っ

て
は
不
毛
の
土
地
と
貧
困
と
の
戦
い
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
は
、
国
の
政
策
を
も
っ
て
貧
困
者
を
つ
く
り
だ
し
た
と
い
う
批
判
も
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

(ロ
)
z
g
gロ
g
s
a
m
Y
N
N∞sMM唱・

(日

)
E
E
5
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g
h
一

(は
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Z
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自
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3
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(
日
)
旦
刊
号
宮

ssw
、二

旦
刊
号
宮

5
3岨
芋
・
民
間
サ
ー
ビ
ス
業
と
は
交
通
、
庖
舗
、
保
健
、
不
動
産
、
飲
食
、
宿
泊
に
関
す
る
業
務
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
は
固
と
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
公
社
は
含
ま
な
い
。

(
同
)
旦
刊
号
宮

S
B・
E-
一
次
産
業
と
は
農
業
、
狩
猟
業
、
漁
業
を
指
し
、
加
工
産
業
と
は
工
業
、
工
芸
業
、
建
築
業
の
従
事
者
を
指
す
。

(
げ

)
Z
。E包
官
ロ

2
3双山・
5
・

(
同
)
虫
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E
E
-
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∞
ド
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(川
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巴
号
ロ
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ロ
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穴
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∞
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色
白
血
W
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o
g
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・

(幻
)
旦
刊
号
唱
。

S
B唱字・

(
辺

)

〉
-
刊
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フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 

(
お
)
旦
刊
号
官

S
S
岨己・

(μ)
旦
若
宮

h
F
E
F
r
E
3
S
-
Mム

(
お
)
旦
若
宮

h
w
Z
E同
志
∞
P
N凶・

(お

)
Z
S宮
h
r
E
F
E
z
-甲∞
P
E・

(
幻
)
穴
包
巳
o
h
W
E
E
-白
hw
同
窓
唱

o
g
否
認
・

8
・
ウ
ル
ポ
ネ
ン
に
よ
る
と
約
七
万
七

0
0
0
人
が
移
住
し
た
。
C
『
司

O
E
S
-
3少
記
∞

(
お
)
巧
E
M
g
s
s・
凶
宏
・

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
へ
の
移
住
が
約
八

O
%を
占
め
、
そ
の
ほ
か
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
米
国
が
主
な
移
住
先
で
あ
っ

た。

(却
)
C
弓

O
E
g
-
3
h
f
Nお
・

(却

)
c
e
oロ
g

S甲
hfNA江
戸

(
出
)
忍
穿
5
2
3
3・
b
-
一
九
六
O
年
の
北
欧
共
通
の
基
準
で
は
、
都
市
部
(
円曲目』田
5
8
)
と
は
少
な
く
と
も
二

O
O
の
住
民
が
居
住
し
、
建
物
問

の
距
離
が
二

O
O
m
以
内
の
地
域
を
指
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
こ
の
よ
う
な
都
市
部
が
一
九
六
O
年
に

一
一
一一
一
七
あ
っ
た
が
そ
れ
ら
が
合
併

し
て
、

一
九
七
O
年
に
は

一
O
四
五
に
な
っ
た
。

(認
)
C
弓
O
口
開
口
呂
志
・
目
。
，

MM】

(お

)

E5
5
3巴
・
温
'HOmrNNE
-ラ
ウ
ニ
オ
に
よ
る
と
、
生
活
の
質
の
中
心
と
な
る
要
素
は
、
住
居
設
備
、
保
健
、
高
等
教
育
の
普
及
、
余
暇
を

指
す
。

心
理
的
社
会
的
問
題
と
は
、
具
体
的
に
は
離
婚
、
自
殺、

暴
行
、
中
毒
、
精
神
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
量
の
増
加
を
指
す
。
な
お
カ
リ

ス
ト
は
、
心
理
的
社
会
的
問
題
の
少
な
い
こ
と
が
生
活
の
質
の
よ
さ
と
解
釈
す
る
の
は
常
に
妥
当
と
解
釈
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を

提
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
離
婚
件
数
が
少
な
い
こ
と
が
、
必
ず
し
も
結
婚
生
活
が
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
ず
、

経
済
力
の
な
い
状
態
に
置
か
れ
た
女
性
が
我
慢
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
穴
g
m
g
-
3∞
岨
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フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (2) 
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司

I
F
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は、

一
九
九
六
年
の
「
い
か
に
し
て
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会

保
障
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
」
等
の
研
究
論
文
に
お
い
て
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
発
達
に
つ
い
て
、
英
国
の
巳
『
者
-
∞
2
2
E
m
m
-

〉
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民
間
戸
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等
の
社
会

保
障
論
を
分
析
を
行
っ
た
上
で
、

A
・
ニ
エ
ミ
ネ
ン

(
Z
F
O
B
-
5ロ)、

p
-
ク
i
シ
(
穴
=
呂
)
、

H
-
ヴ
ァ
リ
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(巧
呂
田
)
、

V
-
ピ
l
ラ
イ
ネ
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(Eszg)、
J
-
シ
i
ピ
(
∞
品
目
)
、

R
-
ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
(
〉
E
〈

5
g
)
等
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
一
九
六
0
年
代
を
中
心
と
す
る
主
要
な

社
会
福
祉
政
策
の
教
科
書
で
あ
る
諸
研
究
、
お
よ
び
今
日
の
大
学
に
お
け
る
社
会
政
策
の
教
科
書
で
あ
る

J
・
シ
ピ
ラ

(∞
宣
冨
)
、
A
-
カ
リ

ス
ト

(問
自
己
。
)
等
の
研
究
を
取
り
上
げ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
社
会
福
祉
分
野

の
教
育
に
関
す
る
国
の
委
員
会
報
告
、
お
よ
び
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
国
の
委
員
会
報
告
等
か
ら
、
い
か
に
し
て
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
フ

ィ
ン

ラ
ン
ド
の
社
会
保
障
政
策
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
至
っ

た
か
、
国
の
役
割
に
主
眼
を
お
い
て
論
述
し
て
い
る
。
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説

(
布
)
こ
れ
ら
の
研
究
者
は
当
時
の
社
会
政
策
研
究
の
指
導
的
な
立
場
の
人
た
ち
で
あ
り
、
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
著
書
は
、
社
会

政
策
の
教
科
書
と
し
て
一
九
六
0
年
代
か
ら
一
九
八
0
年
代
に
か
け
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
大
学
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
社
会
政
策
学
部
は
社
会

政
策
の
領
域
を
職
業
と
す
る
学
生
(
修
士
課
程
)
を
教
育
し
、
社
会
政
策
の
研
究
者
、
中
堅
以
上
の
社
会
政
策
に
か
か
わ
る
公
務
員
、
ま
た
は

民
間
の
福
祉
組
織
の
管
理
職
を
養
成
す
る
学
部
で
あ
る
。
ヴ
ァ
リ
ス
、
ク
l
シ
、
ニ
エ
ミ
ネ
ン
ら
は
社
会
政
策
の
専
門
家
と
し
て
国
の
委
員
会

に
参
加
し
て
お
り
、
国
の
社
会
政
策
へ
の
理
論
面
の
貢
献
は
多
大
で
あ
っ
た
。
ヴ
ア
リ
ス
は
一
九
五
七
|
一
九
五
八
年
に
社
会
相
を
務
め
た
。

ク
l
シ
も
一
九
七
一
年
に
社
会
保
健
相
に
就
任
し
た
。
特
に
ク
l
シ
の
理
論
が
一
九
六
0
年
代
の
福
祉
国
家
の
形
成
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

(
苅
)
ニ
エ
ミ
ネ
ン
に
よ
る
と
、
社
会
政
策
(
∞
2
5巳
号

o-zrE)
と
い
う
概
念
が
ド
イ
ツ
と
北
欧
に
定
着
し
た
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
国
の
言

語
で
は
広
義
の
社
会
政
策
(
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
語
で
は
∞
8。印巴EH5即g包同巳
-EF5ロg
司宮。
-EE
同巳吾円c同同

と
を
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
英
語
に
お
い
て
は
ど
ち
ら
も

8
2と

3
zミ
で
あ
り
、
区
分
が
暖
昧
に
な
る
。

日
本
語
に
お
い
て
も
直
訳
す
る
と
共
に
「
社
会
政
策
」
と
な
る
の
で
、
本
稿
で
は
前
者
を
「
広
義
の
社
会
政
策
」
と
後
者
を
「
社
会
政
策
」
に

区
別
し
た
。

(
打

)
Z
5
B
E
g
-
E凶
-
Zナ
広
凶
・
ニ
エ
ミ
ネ
ン
は
、
社
会
が
緩
や
か
に
発
展
し
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
こ
の
変
化
が
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ

ツ
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
階
級
間
対
立
の
解
消
が
、
よ
り
長
い
期
間
に
及
ん
で
社
会
政
策
の
目
標
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

(沌

)
Z
5
5
5開口

suu-∞十】∞凶・

(河

)
Z
5
B
E
g
-
唱凶凶

-a・

(印

)
Z
5
S
E
g
-甲
a
E
A
r
-
凶申・

(創

)
Z
BB
E
mロ
号
凶
凶
凶
、
ア
凶
占
Y
E
N
-
ニド
-
M
凶
-
mgFmw}釦-沼
w
m
r
a
0
・

(
m
M
)

〉ロ〈回目白ロ-喝、可凶

(
幻
)
国

g
F
告

宅
¥
3・
H
o
g
-
5
8
-
申
告
-
S
N
-
E
E
C
-
S』
白
誌
の
前
身
は
、
一
九
一
一
一
年
一
一
月
二
五
日
に
困
窮
者
扶
助
監
察
官
な
き
宮
F
O
E
S

E

E丘町
-CE)
、
。
・
〉
・
出
目
-
s
m
E
に
よ
っ
て
発
刊
さ
れ
た

E
ち
忠
吾
o
g
E
H
E
(貧
救
誌
)
で
あ
る
。
同
誌
は
一
九
一
九
年
に

ZEO]ε
久
保
護
者
・

介
護
者
)
と
名
称
を
変
更
し
、
さ
ら
に
一
九
七
六
年
に
∞

0
5と
5
2釦
(
社
会
保
障
)
と
改
名
し
、
社
会
保
障
の
専
門
誌
と
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
。
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(剖

)
m
g
z色白

]
3
A
r
g-ラ
ウ
ハ
ラ
は
ニ
エ
ミ
ネ
ン
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
じ
め
て
福
祉
(
『
三
百
S
E
F
)、
福
祉
国
家
(
『
三
S
S
E
-〈国
-20
)
と
い

う
用
語
と
そ
の
概
念
を

(英
語
の
用
語
か
ら
直
訳
し
て
)
記
述
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
部
)
穴
ロロ
明
F
S2
・町田回目
MEFO
〈同

(
部
)
ピ

E
Z
E
B-
-甲
2
・凶

S
・

o-
リ
ン
ド
ブ
ロ
ム
は
、
「
ク
l
シ
の
唱
え
る
計
画
は
、
弱
者
に
た
い
し
て
社
会
政
策
を
広
げ
る
の
が
経
済
成
長
に
た

い
す
る
薬
で
あ
り
、
そ
れ
を
民
主
的
に
普
及
し
て
い
る
教
育
政
策
と
い
う
匙
に
の
せ
て
投
薬
す
る
と
い
う
も
の
だ
」
と
評
し
て
い
る
。
リ
ン
ド

ブ
ロ
ム
は
労
働
組
合
書
記
長
職
後
、
閣
僚
、
住
宅
庁
総
裁
を
歴
任
し
た
。

(
訂
)
∞

B
o
gE
R
N
o
g
-
-
38-m凶
ス
モ
ラ
ン
デ
ル
は
、
保
守
党
側
が
ク
l
シ
の
社
会
政
策
を
慎
重
な
態
度
な
が
ら
肯
定
的
に
受
け
と
め
た
の
は
、

ク
l
シ
の
提
唱
し
た
社
会
政
策
は
、
国
民
連
合
の
主
張
す
る
児
童
手
当
に
つ
い
て
の
見
解
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
ク
l
シ
の
社
会

政
策
に
総
合
的
な
計
函
性
が
あ
り
、
な
に
よ
り
も
経
済
成
長
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
主
な
理
由
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

(

部

)

国

内

E
5
3
aア

3
4
M
O
P
-ク
l
シ
は
著
書
の
中
で
社
会
政
策
(
∞
0
5包
号
o
z
c
F
E)
と
広
義
の
社
会
政
策
(
ち
円相岡田吉
三
宅
ozzrw白
)
を
明
確

に
区
別
し
、
社
会
政
策
を
広
義
の
社
会
政
策
の
範
臨時
に
入
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
社
会
政
策
と
は
高
齢
者
、
疾
病
者
、
障
害
者
、
労
働
能

力
喪
失
者
、
児
童
等
の
養
育
の
た
め
に
行
わ
れ
る
所
得
移
転
で
あ
る
。
同P
E
E
-申告・

5
凶・

(的

)
H
・
ヴ
ア
リ
ス
の

一
九
八

O
年
版
の
著
書
に
よ
る
と
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
、
タ
ン

ペ
レ
、
ト
ゥ
ル
夕
、
ォ
l
ボ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
大
学
等
の
ち
包
白
色
白

同vo--Z安
宮
学
科
と
ユ
ヴ
ア
ス
キ
ユ
ラ
、
ヨ
エ
ン
ス

l
大
学
の
u

言
g
r
E
g同Mo--t-耳
目
学
科
の
学
科
内
容
と
そ
の
包
括
範
囲
は
か
な
り
類
似
し
て

い
る
。
ま
た

8
2
SZ
3
-
E野
宮
は

一
九
六
0
年
代
当
時
と
比
べ
て
、
包
括
す
る
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
巧
目
立
回
】
認
。
(第
七
版
)
、

主
・
な
お
、
今
日
に
お
い
て
は
、
社
会
政
策
の
範
囲
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

一
九
九
六
年
出
版
の
高
校
の
政
治
社
会
の
教
科
書
に

は
広
義
の
社
会
政
策

(『
z
g
E
2
8
0
-
z
r
E)
に
つ
い
て
の
記
述
は
特
に
な
く
、
社
会
政
策

(
凹g
g-ec--ErE)
の
範
囲
と
し
て
、
労
働
政

策
、
社
会
保
障
政
策
、
住
宅
政
策
、
保
健
ケ
ア
政
策
、
教
育
政
策
、
消
費
政
策
、
地
域
政
策
と
環
境
政
策
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

二

つ
の
社
会
政
策
の
境
界
が
狭
め
ら
れ
、
市
民
の
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
政
策
す
べ
て
が
社
会
政
策

(凹2
5包
号
o
E英片
目
)
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
o
E
S
E
-
Z
3
A
r
Z
M
-

(
卯

)

国

内

E
E
m
F
S
2・
NN・

こ
の
よ
う
な
ク

l
シ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
し
て
、

U
-
ハ
ル
ヴ

ア
は
「
国
家
が
国
民
の
福
祉

(毛
色
『
旬
刊
)
全
体
に
責
任
を
と
る
べ
き
も
の

な
の
か
。」
と
い
う
社
会
哲
学
的
な
批
判
を
呈
し
て
い
る
。
ヱ白司〈
P
3
a
p
N凶
・
ク
l
シ
の
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
る
当
時
の
批
判
や
議
論
に
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説
吾ふ

耐U

つ
い
て
は
、

E
・
ト
ゥ
オ
ミ
ノ
ヤ
が
、
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
の
で
参
照
。
ト
ゥ
オ
ミ
オ
ヤ
の
著
書
は
ク

l
シ
の
生
涯
と
業
績
の
研
究
を
中
心

に
、
彼
が
活
動
し
た
時
代
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
政
治
政
策
を
も
分
析
評
価
し
た
研
究
書
で
あ
る
。
な
お
ト
ゥ
オ
ミ
オ
ヤ
は
社
会
民
主
党
の
政
治

家
で
あ
り
、
社
会
政
策
の
研
究
者
で
あ
る
。
二

O
O
O
年
か
ら
外
務
大
臣
を
務
め
て
い
る
0
4
5
5
互
主
苫
少
一
巳
・
ニ
ム

(
引
)
穴

EE2
3
E・
g
・ョ

(m
M
)
m
g
z色
白

-
由
也

ArE-

(
川
町
)

穴
釦
『
岡
田
門

O

】甲甲
0

・
凶
凶
品
』
口
実
ロ
ロ
日
ロ
{
喧
∞
巾
y
-
∞]甲・

(
川
出
)

穴

E
巴
-
ま
ケ
邑
a
tN
3

(

町

)

国

内

C
E
巴
-
叉
山
ア
凶
戸
∞
'MM
。-

(Mm)
叶

E
O
B
F
C
3
-
沼
w
m
r

凶凶品・

(
引
)
胃
察
白
『
E
g
-
-
3
N・
5
凶
ペ
ツ
カ
リ
ネ
ン
は
社
会
政
策
の
研
究
者

(
兜

)
E
E
S
P
-
3。・
2
0・リ
l
ヒ
ネ
ン
は
社
会
政
策
の
研
究
者

(的

)
H
・
ヴ
ア

リ
ス
は
、

一
九
四
八
年
か
ら
二

O
年
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
社
会
政
策
学
教
授
を
務
め
た
。

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
社
会
政
策
学
部
の

ヴ
ア
リ
ス
の
研
究
室
は
、
彼
の
業
績
を
記
念
し
て
「
烏
の
巣
(
ヴ
ァ
リ
ス
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
烏
を
音
ゐ
味
す
る
こ
と
名
付
け
ら
れ
た
ゼ
ミ
室

と
な
っ
て
い
る
。

(
削
)
宅
包
二
混
0
・2
・
(
初
版
一
九
六
一
年
、
第
七
版
一

九
八

O
年
)

(
則
)
巧
邑
ニ
温
0
・
凶
目
'
出
斗
・

(
問
)
巧
自
己
申
∞
0
・
E凶

(

問

)

閉
山
由

EF弘
同
右
巾
VArau・

(
山
間
)
同

Ng
F色
白

-
3
a
-
a
M
-

(
防
)

虫
可
巳
ロ

g
-唱
A
T
ア
ア
M
-

(
山
川
)

同
u
Z
円官ロ白ロ

saAF--ア
コ

(
即
)
虫
弓
巳
口
刊
ロ
】
市
WArp
コ
4
M
U
-
-
凶
令
コ
M
-

(問
)
m
g
y包同】唱甲山
YNω
・

3巾
V
A
r
a
-
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(則

)
m
S
E
E
-
甲ま・

2
・

(
川
)
〉
口
三
口
刊
ロ
石
斗
凶
噌
己

・

(
山
)

〉
口
三
コ
何
回

H
3
3・
ニ
ム
N

(
山
)

〉
口
三
口

g
-喝
、可山
Y
M
O
I
M
mぃ・

(
川
)
〉

5
5
2
3弓
・
己
・
ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
は
、
社
会
政
策
の
な
か
の
教
育
政
策
と
地
域
政
策
は
、
経
済
政
策
及
び
文
化
政
策
と
重
複
す
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

(
川
)

〉
口
三
口

g
S斗
凶
凶
〔
)
ふ
凶
・

(
川
)

〉
ロ
〈

5
2
-喝、可山ア、吐
いw
a
斗叶・

(
川
)
〉

5
5
g
否
、3
・
5
M
-

(
川
)

〉
E
三
ロ

g
-ヨ
凶
・
-
O
N
-
-
C
凶
・

(
川
)
〉
ロ〈

5
2
3斗
u
u
-
O
N
e
-
o
u
・

(
川
)
〉
ロ
〈
百
四
四
回
一
泊
、
可
山

Y
5品
-
M
∞・

(
印
)
ア
ウ
ヴ
イ
ネ
ン
に
よ
る
と
、
社
会
福
祉
は
社
会
保
障
の
四
分
野
の
な
か
で
一
番
歴
史
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、

一
八
五
二
年
に
社
会
福
祉
に
関
す
る
法
律
が
は
じ
め
て
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
慈
善
に
す
が
る
し
か
す
べ
の
な
か
っ
た
困
窮
者
は
、
こ
の

法
律
に
よ
っ
て
、
他
に
方
法
が
な
け
れ
ば
公
的
な
財
源
で
生
活
保
護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
困
窮
者
が
増
加

し
た
の
で
、
一
八
七
九
年
に
は
、
児
童
を
除
く
労
働
能
力
喪
失
者
だ
け
が
自
治
体
か
ら
援
助
を
受
け
る
資
格
を
持
つ
よ
う
に
法
律
の
改
正
が
行

わ
れ
た
。
一

九
0
0
年
代
に
な
る
と
時
代
に
適
合
し
た
扶
助
法
が
検
討
さ
れ
、

一
九
二
二
年
に
救
貧
法

(S
。『FE
5
2円
O
E
E
)
が
制
定
さ
れ
た
。

戦
後
の

一
九
五
六
年
に
は
貧
窮
法
に
代
わ
る
福
祉
扶
助
法

(E
o
xoζ
=
Z
E
)
が
制
定
さ
れ
た
。
ア
ウ
ヴ
ィ
ネ
ン
は
著
書
で
福
祉
扶
助
法
は
も
は

や
時
代
に
合
わ
な
く
な
り
、
新
し
い
福
祉
法
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る

or-〈
-=g-su・
-
M
甲・己
C

な
お
、
現
行
の
社
会
福
祉
法
が

制
定
さ
れ
た
の
は

一
九
八
二
年
で
あ
る
。
福
祉
扶
助
法
と
社
会
福
祉
の
原
則
委
員
会
報
告
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
検
討
す
る
。

(
凶
)

〉

5
、5
2
-
也、引
u-
己
凶
1

]

凶ムー・

(
m印μ
)

〉
己5J

(
凶
)

〉
己
5，
、-5コ刊g『=】ニ-喧
、吋司マ豆A品Hア.
-
凶
一
月
岱ψ
.
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説
告b.
a間

(
問
)

〉
ロ
〈

5
2
31
『

h
f
z
a
Mム

(
印
)

〉

E
iロ
g
-司
、x

-
N
M
t
M凶

(悶

)
Hoz
m-
5
8
-
混
J

アコ
u・

(問

)
C
G。ロ

g
右

唱

hp
M
M唱
心
凶
(
)
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本
稿
は
、
北
海
道
大
学
審
査
博
士
(
法
学
)
学
位
論
文
(
二
O
O
一
年
一
二
月
一
一
一
二
日
授
与
)
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。


